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承
関
係
図

凡
例

一
,
藤
原
冬
嗣
以
下
の
藤
原
摂
関
家
,
桓
武
,
嵯
峨
天
皇
以
下
の
皇
統
並
び
に
滋
野
貞
主
以
下
の
滋
野
氏
の
略
系
図
を
'
史
実
へ
史

伝
と
本
稿
人
物
研
究
篇
で
の
考
察
結
果
か
ら
集
成
し
,
『
薫
集
類
抄
』
上
下
巻
へ
裏
書
勘
物
へ
『
原
中
最
秘
抄
』
『
類
衆
雑
用
抄
』

『
公
任
集
』
に
合
香
活
動
の
知
ら
れ
る
人
物
を
太
字
で
記
し
た
。

二
婚
姻
に
よ
り
他
の
家
系
に
入
っ
た
人
物
に
は
'
名
称
の
上
下
い
ず
れ
か
に
※
を
附
し
'
上
下
い
ず
れ
か
に
他
の
家
系
と
繋
が
り

を
持
つ
こ
と
を
示
し
た
。

婚
姻
な
い
し
主
従
関
係
を
介
し
て
薫
物
の
説
が
相
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
場
合
へ
継
続
部
分
(
上
下
い
ず
れ
か
)
を
※
を
以

っ
て
示
し
た
。
対
象
と
し
た
の
は
以
下
の
授
受
関
係
で
あ
る
。
授
受
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
は
人
物
研
究
篇
で
行
っ
た
。
贈
り

手
の
時
代
順
に
示
す
。

藤
原
冬
嗣
1
仁
明
天
皇
へ

源
公
忠
1
藤
原
忠
平
へ

観
教
1
敦
明
親
王
へ

滋
野
貞
主
1
仁
明
天
皇
へ
　
滋
野
直
子
1
醍
醐
天
皇
へ
　
源
公
忠
1
醍
醐
天
皇
へ

大
和
常
生
1
醍
醐
天
皇
へ
　
源
宜
子
1
藤
原
安
子
へ

陸
奥
1
僑
子
内
親
王
へ
　
敦
明
親
王
1
丹
波
忠
明

山
田
尼
1
藤
原
賊
子
へ

1
,
血
脈
外
の
人
物
同
士
に
よ
り
合
香
の
説
の
相
承
が
行
わ
れ
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
へ
受
け
手
に
向
か
っ
て
」
を
示
し
た
〇

二
藤
原
保
昌
は
,
藤
原
致
忠
と
「
元
明
親
王
女
」
の
間
に
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
史
実
上
に
「
元
明
」
な
る
御
名
の
皇
子
は
未

詳
。
時
代
か
ら
見
て
醍
醐
天
皇
親
王
と
同
世
代
で
あ
り
'
御
名
に
も
こ
の
帝
の
皇
子
と
し
て
の
特
徴
が
備
わ
る
。
醍
醐
天
皇
皇

子
に
は
「
允
明
」
な
る
源
氏
姓
を
賜
っ
た
皇
子
が
お
ら
れ
る
。
「
允
」
と
の
字
体
上
の
類
似
か
ら
「
元
明
」
と
し
て
誤
っ
て
伝

わ
っ
た
可
能
性
を
考
慮
す
べ
き
か
。
保
昌
母
を
醍
醐
天
皇
孫
王
と
見
れ
ば
'
父
致
忠
が
醍
醐
皇
子
の
朱
雀
天
皇
と
同
じ
処
方
を

伝
え
た
と
い
う
東
三
条
院
詮
子
と
同
じ
処
方
を
伝
え
た
理
由
と
し
て
t

で
'
こ
こ
で
は
　
「
元
明
親
王
」
　
を
醍
醐
天
皇
皇
子
に
位
置
づ
け
た
。
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物
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血
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関
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と
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想
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の
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良
房
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仲
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公
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穏
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m
m
m

i
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H
-
S
g
W
-
f
t
-
R

山
田
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藤
原
重
家
-
藤
原
致
貞
-
山
田
中
務

藤
原
元
子
一
条
天
皇
女
御

藤
原
延
子
小
一
条
院
御
息
所

・
原
道
兼

東
三
条
院

藤
原
詮

漂
^
^
^
^
^
蝣
^
蝣
M
i

千
-
藤
原
兼
隆
I
藤
原
兼
房

※
源
宜
子

孤
5

.

蝣

!

蝣

,

:

i

|

-

I

'

,

'

I

I

I

l

l

i

,

:

藤
原
藤
原
宇
治
藤
原

彰研関
・

※千※千

頼
通

二
条
関
白

藤
原
教
通

堀
河
右
大
臣

藤
原
頼
宗※

藤
原
寛
子

藤
!
*
師
‥
・
K

藤
原
定
方

蝣
蝣
"
'
蝣
i
蝣
蝣
;
蝣
'
:
:
T
:

I
l
l
'
l

-
藤
原
朝
元
-
　
女
房
陸
奥

※

※
源
雅
信
女
　
※
山
田
中
老

「

小
一
条
大
将
　
小
一
粂
皇
后

藤
原
済
時
　
-
娘
子
　
※

「
藤
原
時
平
「

l
T
-

※
廉
子
女
王

八
粂
大
将

藤
原
保
忠

藤
原
額
忠

公
任
卿

藤
原
公
任

四
条
太
后

藤
原
連
子

藤
原
罷
子

藤
原
元
方

※
藤
原
元
子

藤
原
致
忠

蝣

I

f

f

l

l

K

;

!

!

4

'

.

I

d

i

l

※
元
明
親
王
女

賀
陽
宮

桓
武
天
皇
-
賀
陽
親
王

選
r
J
B
目

※藤
原
冬
嗣

I
'
.
I

-
-
m

I
,
:

v

※藤
原
順
子

/

管
文
に
天
・
i
l
l

小
野
宮
-
蝣
{
蝣
"
t
f
'
M
I
I
I

j
.
.
-
.
V
I
l
'
,
.
l
l
-

陽
成
天
皇
　
-
元
平
親
王

染
殿
宮

貞
保
親
王

※

-
元
平
親
王
女

瞥
野
貞
主
　
-
*
a
　
　
子

＼

＼

1

滋
宰
相

1

平

随

時

観
教
大
僧
都

※
観
教

小
l
粂
皇
后

※
賊
子「

朱
雀
天
皇
　
　
※
藤
原
超
子

!itl tit

T
三

応
i
y
i
t
T
lB:

条
天
皇

¥

I

・

*

・

・

'

_
敏
明
親
王

忠
覚
入
道

l

丹

波

忠

明

雅
忠
朝
臣

丹
波
雅
忠

※
藤
原
寛
子

-
　
禎
子
内
親
王

蝣
a

一
I
i
K
t
f
.

冷
泉
天
皇
　
　
※
藤

※
藤
原
安
子

円
融
天
皇
千
日
目

※
藤
原
詮
子

一
条
天
皇
lT-

:

:

n

蝣

|

千
後
三
条
天
皇

白
河
天
皇

後
朱
雀
天
皇

元
明
親
王
　
-
　
元
明
親
王
女
　
藤
原
定
子

幽

侍
子
内
親
王

苧
¥
U
f
t
;
I
!
"
.
1
t
o
K

藤
原
時
平
女

※

〓
源
倫
子
※

源
雅
信
女
※

源
重
信

イ顔

原
師
輔
女

源
道
方

t

「

-

蝣

i

s

a

n

s

.

 

"

※
源
国
盛
女

泣
宰
相
　
※

滋
野
貞
主

※

-
　
滋
野
縄
子※

泣
野
直
子

l

T

源

公

忠

源
国
紀

I
.
1
1

!
蝣
,
i
.
i

I
,
|
i
m
|

僧

都※n
※

塞※
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薫
集
類
抄
引
用
文
献
　
索
引
と
概
説

(
凡
例
)

二
　
西
園
寺
文
庫
本
『
薫
集
類
抄
』
　
上
下
巻
へ
　
並
び
に
河
村
文
庫
本
の
各
巻
裏
書
に
引
用
さ
れ
る
書

名
を
'
現
代
仮
名
遣
い
の
五
十
音
順
に
配
列
し
た
。

一
'
口
伝
と
さ
れ
る
場
合
も
本
索
引
の
対
象
と
し
た
。

一
、
各
書
の
所
出
箇
所
は
'
上
下
巻
な
い
し
上
下
巻
奥
書
の
別
を
記
し
た
上
で
も
　
丁
と
そ
の
表
裏
並

び
に
行
を
算
用
数
字
で
示
し
た
。
所
出
箇
所
を
欄
外
と
す
る
場
合
へ
　
行
数
に
続
け
て
そ
の
一
位
置

を
記
し
た
。

(
例
)
　
　
上
巻
l
 
T
表
面
の
　
1
　
行
目
へ
　
頭
書
1
　
【
上
】
　
1
オ
l
頭
書

一
'
索
引
の
標
目
に
は
書
名
の
正
式
名
称
を
用
い
へ
略
称
は
参
考
の
た
め
所
出
箇
所
ご
と
に
示
し
た
。

例
外
も
存
す
る
。

「
本
草
」
　
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
標
目
と
し
、
同
文
を
載
せ
る
　
『
香
字
抄
』
　
『
香
要
抄
』
　
に
於

い
て
特
定
の
書
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
へ
　
参
考
と
し
て
そ
れ
を
所
出
箇
所
毎
に
示
し
た
。

二
　
概
説
は
'
本
草
学
へ
　
医
学
へ
　
音
韻
学
方
面
の
渡
来
の
書
や
'
文
献
の
名
目
で
あ
る
こ
と
が
先
行

研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
へ
　
或
い
は
　
『
薫
集
類
抄
』
　
中
の
記
述
か
ら
そ
の
よ
う
に
判
断
し
得
る

出
典
先
を
対
象
と
し
た
。
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(
索
引
)

か

　

行

萱
　
(
鑑
)
　
奥
方
　
【
下
】
　
7
。
ウ
4

極
要
方
　
【
上
】
　
3
7
オ
4
　
【
下
裏
】
　
7
4
ウ
5

玉
抄
　
t
上
】
　
3
6
オ
6
頭
書
,
3
6
ウ
2
頭
書

薫
櫨
抄
　
【
下
裏
】
　
7
5
オ
l

稽
疑
　
【
下
】
　
7
5
ウ
5
,
7
7
ウ
3

兼
名
苑
　
【
下
】
　
7
0
ウ
4

府
韻
　
【
　
】
,
7
蝣
蝣
　
|
-
∵
1

さ

　

行

最
勝
王
経
　
【
下
】
　
7
6
オ
4
　
(
「
焚
」
　
『
香

要
抄
』
に
r
最
勝
王
経
」
)
・
8
0
ウ
3
(
r
焚
」
)

拾
遺
1
　
「
拾
遺
本
草
」
　
参
照

拾
遺
本
草
　
【
上
裏
】
　
3
7
ウ
2
-
3
　
【
下
】

7

5

ウ

3

聖
徳
太
子
停
暦
　
【
上
裏
】
3
6
オ
3

置
類
1
　
「
置
類
本
草
」
参
照

置
類
本
草
　
【
下
】
　
糾
ウ
6
　
(
「
詮
類
」
)
,

7
5
オ
6
　
(
「
置
類
」
)
へ
　
7
6
ウ
4
　
(
「
置
類
」
)
ち

7
9
ウ
3
　
(
「
託
類
」
)

た

　

行

陶
1
　
「
陶
引
経
」
　
参
照

唐
韻
　
【
下
】
　
5
7
ウ
6
【
下
裏
】
　
7
6
オ
1

陶
引
経
　
【
下
】
　
7
9
ウ
7

東
宮
切
韻
　
【
下
】
　
4
3
ウ
2

知
章
朝
臣
口
伝
　
【
下
】
　
5
7
ウ
7

な

　

行

内
典
　
【
下
】
　
7
0
オ
7
　
(
『
香
要
抄
』
に
　
「
法

華
玄
賛
」
)

南
州
異
物
志
　
【
下
】
　
7
8
ウ
2

(
マ
　
マ
)

南
方
草
木
物
状
　
【
下
】
　
7
7
オ
4

は

　

行

白
石
英
方
　
【
下
】
　
4
2
ウ
l
　
【
下
裏
】
　
7
5

ウ
3

抱

衆

論

1

　

「

雷

公

他

衆

論

」

参

照

焚
1
　
「
最
勝
王
経
」
　
参
照

本
草
　
【
下
】
　
7
0
ウ
7
,
7
3
ウ
7
　
(
『
香
要

抄
』
に
　
「
本
草
圏
経
」
)
へ
　
7
7
ウ
2
'
7
8
オ
3
'

7

8

ウ

5

、

7

9

オ

2

'

7

9

オ

5

'

8

0

オ

4

'

8

0

オ

7

'

8

1

オ

l

t

　

8

 

1

オ

6

ま

　

行

雅
忠
朝
臣
勘
文
　
【
下
】
　
4
3
オ
6

や

　

行

陽
成
院
書
　
【
下
】
　
6
3
オ
4

ら

　

行

雷
公
抱
衆
論
　
【
下
】
　
6
9
オ
5
,
7
1
ウ
1
,

8
0
ウ
4
　
(
「
胞
衆
論
」
)

劉
夢
得
練
甲
香
法
　
【
下
裏
】
　
7
4
オ
l

梁
書
　
【
下
】
　
7
5
オ
6

わ

　

行

和
香
方
　
【
下
】
　
7
6
オ
3
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か

　

行

鑑
奥
方
　
下
巻
　
「
諸
香
」
　
の
項
に
　
「
薫
陸
」
　
の
異
称
　
「
乳
頭
香
」
　
の
出
典
と
し
て
挙
が
る
　
(
「
一
名
乳
頭

香
田
鑑
奥
方
」
)
。
同
じ
く
　
「
薫
陸
」
　
の
異
称
の
出
典
先
と
し
て
挙
が
る
　
「
兼
名
苑
」
　
と
同
様
の
へ
　
物
名

の
解
説
書
か
。
「
奥
」
　
を
　
「
奥
」
　
の
誤
写
と
仮
定
す
れ
ば
、
奥
深
い
事
を
明
ら
か
に
す
る
書
と
い
う
意
味

か
。
河
村
文
庫
本
は
　
「
鑑
員
方
」
　
と
伝
え
る
。

極
要
方
　
上
巻
の
　
「
香
粉
方
」
へ
　
下
巻
　
「
煎
甲
香
」
　
に
対
応
す
る
内
容
の
裏
書
勘
物
の
出
典
先
と
し
て
挙

が
る
　
(
「
香
粉
方
出
極
要
方
」
へ
　
「
極
要
方
云
」
)
。
薫
物
の
処
方
か
ら
原
料
と
な
る
香
薬
の
製
剤
法
ま
で
記
し

た
渡
来
の
合
香
の
書
か
。

薫
櫨
抄
　
承
保
三
年
　
(
一
〇
七
六
)
　
九
月
十
四
日
、
同
二
十
七
日
の
二
日
間
の
記
事
が
下
巻
裏
書
勘
物
に

見
え
る
。
源
清
房
へ
　
医
師
惟
宗
俊
通
と
の
関
わ
り
が
知
ら
れ
る
。
編
著
者
未
詳
。

稽
疑
　
本
草
か
。
下
巻
　
「
諸
香
」
　
の
　
「
蘇
合
香
」
　
「
安
息
香
」
　
の
項
に
　
「
稽
疑
云
」
　
と
し
て
各
香
薬
の
特

徴
が
載
り
'
『
香
字
抄
』
　
『
香
要
抄
』
　
の
同
文
に
も
　
「
稽
疑
云
」
　
「
本
革
稽
疑
云
」
　
と
見
え
る
。

兼
名
苑
　
唐
の
僧
迫
年
編
著
。
類
書
形
式
で
物
名
を
注
解
す
る
書
で
も
二
十
巻
本
と
十
巻
本
が
存
し
た
と

さ
れ
る
が
現
存
し
な
い
。
『
北
戸
録
』
　
『
和
名
類
衆
抄
』
　
『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』
　
『
香
字
抄
』
　
『
香
要
抄
』

等
我
が
国
の
抄
書
に
そ
の
一
部
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
　
(
李
増
木
∵
王
甫
　
『
兼
名
苑
輯
注
』
　
参
照
)
0

贋
韻
　
『
大
宋
重
修
康
韻
』
。
五
巻
。
晴
の
陸
法
言
ら
に
よ
る
勅
撰
書
『
切
韻
』
を
増
補
し
た
孫
価
の
　
『
唐

韻
』
　
を
'
宋
の
陳
彰
年
が
真
宗
の
命
に
よ
り
増
慶
し
た
切
韻
の
書
。
大
中
祥
符
元
年
成
立
。
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さ

　

行

最
勝
王
経
　
　
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
。
十
巻
。
国
家
鎮
護
の
三
部
経
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

拾
遺
本
草
　
　
『
本
草
拾
遺
』
　
か
。
十
巻
。
唐
の
陳
蔵
器
撰
。
開
元
二
十
七
年
成
立
。

置
類
本
草
　
三
十
巻
o
　
宋
の
庸
懐
微
撰
の
　
『
経
史
置
類
備
急
本
草
』
　
二
　
〇
八
二
頃
完
成
)
　
を
祖
と
す
る

宋
の
文
展
撰
　
『
経
史
置
類
大
観
本
草
』
　
(
一
一
〇
八
)
へ
　
金
の
曹
孝
等
撰
　
『
経
史
琵
類
政
和
本
草
』
　
(
1
　
1

一
六
)
へ
　
王
継
先
等
撰
　
『
経
史
詮
類
紹
興
本
草
』
　
(
一
一
五
九
)
　
の
三
系
統
に
分
化
し
た
。
岡
西
為
人
氏

「
綱
目
雑
記
」
　
(
『
新
註
校
訂
国
訳
本
草
綱
目
』
　
月
報
一
)
　
に
よ
れ
ば
'
「
慣
微
が
資
料
蒐
集
に
沈
潜
し
た

の
は
哲
采
の
元
祐
中
　
(
l
　
〇
八
六
・
九
三
)
　
で
'
完
成
は
紹
聖
四
年
　
(
一
〇
九
七
)
　
以
後
と
思
わ
れ
る
が
'

最

終

的

な

整

理

を

経

な

い

ま

ま

の

稿

本

と

し

て

残

さ

れ

'

そ

れ

を

得

た

集

賢

孫

公

が

刊

行

を

志

し

'

文

展

が
校
刊
を
担
当
し
て
大
観
二
年
　
(
　
1
　
1
　
〇
八
)
　
に
完
成
し
て
経
史
置
類
大
観
本
草
と
名
づ
け
へ
　
つ
い
で
政

和
六
年
　
(
1
　
1
一
六
)
　
曹
孝
忠
ら
が
徽
宋
の
詔
を
う
け
て
大
観
本
草
を
校
訂
刊
行
し
た
の
が
政
和
本
草
で

あ
る
」
　
と
い
う
。

た

　

行

陶
　
梁
の
陶
弘
景
　
(
四
五
六
-
五
三
六
)
　
撰
に
よ
る
医
書
な
い
し
本
草
書
へ
　
或
い
は
後
人
の
撰
に
よ
る
同

類
の
書
に
収
め
ら
れ
た
陶
弘
景
の
解
説
を
指
す
か
。
陶
弘
景
は
梁
へ
　
株
陵
の
人
。
字
通
明
へ
　
華
陽
隠
居
と

号
L
へ
　
著
述
を
好
み
奇
異
を
尚
び
'
陰
陽
へ
　
五
行
へ
　
風
角
へ
　
星
算
へ
　
山
川
、
地
理
へ
　
方
図
、
産
物
へ
　
医
術
へ

本
草
に
尤
も
明
通
し
た
。
医
術
、
本
草
方
面
の
著
述
と
伝
わ
る
も
の
に
　
『
薬
総
訣
』
　
『
陶
弘
景
本
草
経
集

注
』
　
が
あ
る
。

唐
韻
　
唐
の
孫
価
撰
。
晴
の
陸
法
言
等
に
よ
る
　
『
切
韻
』
　
を
訂
正
増
補
し
た
も
の
。
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東
宮
切
韻
　
二
十
巻
。
菅
原
是
善
撰
。
十
三
家
の
切
韻
を
集
成
へ
　
解
説
し
た
書
で
'
是
善
が
東
宮
学
士
を

務

め

た

時

の

奉

勅

撰

で

あ

っ

た

と

推

測

さ

れ

る

。

岡

井

慎

吾

博

士

が

、

侠

文

百

数

十

字

を

集

成

し

切

韻

拾

存
を
作
成
さ
れ
た
と
い
う
　
(
『
大
漢
和
辞
典
』
六
1
 
9
7
頁
参
照
)
。

知
章
朝
臣
口
伝
　
藤
原
知
章
の
合
香
の
説
を
口
述
筆
記
し
た
も
の
か
。

な

　

行

南
州
異
物
志
　
未
詳
。
南
方
諸
国
に
産
す
る
珍
奇
な
物
品
を
解
説
し
た
書
か
。

(
マ
マ
)

南
方
草
木
物
状
　
未
詳
o
　
類
似
の
名
目
を
持
つ
史
書
『
南
方
草
木
状
』
　
は
三
巻
へ
　
晋
の
啓
含
撰
.
嶺
南
産

の
草
へ
　
木
、
栗
へ
　
竹
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

は

　

行

白
石
英
方
　
透
明
な
水
晶
　
「
白
石
英
」
　
の
薬
効
と
利
用
法
を
医
書
や
本
草
書
か
ら
集
成
し
、
解
説
し
た
書

か
。
本
草
に
よ
れ
ば
'
「
白
石
英
」
　
を
細
か
く
砕
い
た
も
の
や
'
牛
乳
へ
　
酒
等
と
共
に
煮
た
汁
を
服
用
す

る
と
ち
　
主
と
し
て
肺
の
病
に
効
果
が
あ
る
と
云
う
。

『
薫
集
類
抄
』
　
所
掲
の
　
「
白
石
英
方
」
　
本
文
に
よ
れ
ば
'
「
甘
葛
」
　
は
　
「
陰
陽
鼎
」
　
を
も
っ
て
煮
'

武
火
」
　
を
以
っ
て
煎
じ
る
、
草
木
に
よ
り
起
こ
し
た
火
は
　
「
文
火
」
　
に
な
り
'
「
金
石
」
　
を
用
い
れ
ば

火
」
　
と
な
る
へ
　
使
用
す
る
鼎
は
'
春
夏
鋳
れ
ば
　
「
陽
鼎
」
　
と
な
り
へ
　
秋
冬
鋳
れ
ば
　
「
陰
鼎
」
　
と
な
る
へ

い
う
。
「
武
火
」
　
を
起
こ
す
　
「
金
石
」
　
と
は
'
「
白
石
英
」
　
を
指
し
て
云
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

I
 
V

「
武

と
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ま

　

行

雅

忠

朝

臣

勘

文

　

平

安

末

期

の

勘

文

。

丹

波

雅

忠

著

。

「

文

武

火

」

　

の

概

念

と

利

用

法

に

つ

い

て

述

べ

ら

れ
て
い
る
。

や

　

行

陽
成
院
書
　
未
詳
。
陽
成
院
の
御
記
か
。
本
康
親
王
ゆ
か
り
の
薫
衣
香
の
処
方
を
伝
え
る
。

ら

　

行

・
ほ
う
し
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
い
こ
う

雷
公
　
胞
衆
　
論
　
劉
宋
　
(
四
二
〇
・
四
七
八
)
　
の
時
の
　
雷
教
　
の
著
。
黄
帝
の
臣
官
公
と
は
別
人
。
上

中
下
の
三
巻
か
ら
成
り
、
性
味
へ
　
胞
衆
へ
　
然
煮
'
修
事
の
法
を
解
説
す
る
o

劉
夢
得
練
甲
香
法
　
　
「
劉
」
　
氏
に
よ
る
甲
香
の
製
剤
法
を
記
し
た
書
か
。

梁
書
　
五
十
六
巻
。
唐
、
挑
思
廉
へ
　
魂
徴
撰
。
貞
観
三
年
奉
勅
。
本
紀
六
巻
へ
　
列
伝
五
十
巻
か
ら
成
る
。

わ

　

行

和
香
方
　
未
詳
。
『
薫
集
類
抄
』
　
下
巻
　
「
諸
香
」
　
の
　
「
甘
松
」
　
の
項
に
　
「
出
和
香
方
」
　
に
至
る
一
文
が
見

え
る
。
香
薬
の
製
剤
へ
　
調
合
法
を
記
し
た
も
の
か
。
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薫
集
類
抄
　
人
名
家
名
索
引

凡
例

1
　
　
西
園
寺
文
庫
本
　
『
薫
集
類
抄
』
　
上
下
巻
へ
　
並
び
に
河
村
文
庫
本
の
各
巻
裏
書
に
登
場
す
る
人
名

を
'
現
代
仮
名
遣
い
の
五
十
音
順
に
配
列
し
た
。

二
　
各
人
名
へ
　
家
名
の
所
出
箇
所
は
、
表
裏
へ
　
上
下
巻
、
並
び
に
上
下
巻
裏
書
の
別
を
記
し
た
上
で
t

T
と
行
を
算
用
数
字
で
示
し
た
。

(
例
)
　
　
上
巻
　
1
　
丁
表
面
の
　
l
　
行
目
1
　
【
上
】
　
1
オ
1

三

　

索

引

の

標

目

と

し

た

固

有

名

詞

以

外

の

呼

称

が

見

ら

れ

る

場

合

へ

　

そ

れ

ぞ

れ

の

所

出

箇

所

毎

に

示
し
た
。

あ

　

行

朝
元
1
　
「
藤
原
朝
元
」
参
照

敦
明
1
　
「
小
t
粂
院
」
参
照

家
鐸
1
　
「
滋
野
家
詳
」
参
照

l
　
粂
院
　
【
上
】
　
8
オ
l
　
(
「
I
条
院
」
)

因
幡
権
守
致
貞
1
　
「
藤
原
致
貞
」
参
照

宇
治
関
白
1
　
「
藤
原
頼
通
」
参
照

右
大
臣
内
麿
　
(
麻
呂
)
　
1
　
「
藤
原
内
麿
(
麻
呂
)
」
参
照

宇
多
天
皇
　
【
上
】
　
2
。
ウ
　
蝣
C
D
　
(
「
亭
子
院
」
)

右
大
排
公
忠
1
　
「
源
公
忠
」
参
照

釆
女
正
惟
宗
俊
通
1
　
「
惟
宗
俊
通
」
参
照

延
喜
1
　
「
醍
醐
天
皇
」
参
照

円
融
院
　
【
上
】
　
8
オ
l
　
(
「
円
敵
院
」
)

大
江
千
古
　
【
上
】
　
3
2
ウ
7
　
(
「
大
江
千
古
」
)

太
后
↓
「
連
子
」
参
照

小
野
宮
1
　
「
惟
高
親
王
」
参
照

尾
張
守
家
謬
1
　
「
改
野
家
謬
」
　
参
照

か

　

行

「
戒
振
汝
橋
」
　
参
照
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戒
源
母
　
=
裏
】
3
5
ウ
3
　
(
「
戒
源
母
」
　
「
故
四
条
太
后
之
侍
女
」
)

戒
源
法
橋
　
【
上
裏
】
　
3
5
ウ
3
　
(
「
戒
旋
法
橋
」
　
「
戒
源
」
)

賀
陽
宮
1
　
「
賀
陽
親
王
」
参
照

賀
陽
親
王
　
【
上
】
　
4
ウ
3
　
(
「
賀
陽
宮
」
　
「
賀
陽
」
)
,
1
4
オ
7
　
(
「

陽
宮
」
)
へ
　
2
1
ウ
5
　
(
「
賀
陽
宮
」
)
　
【
下
】
　
4
1
ウ
2
　
(
r
賀
陽
宮
」
)
、
S
!
賀オ

4
　
(
「
賀
陽
宮
」
)
へ
　
4
6
オ
3
　
(
「
賀
陽
宮
」
)
、
5
6
オ
l
　
(
「
賀
陽
宮
」
)
,

6
3
オ
l
　
(
「
賀
陽
宮
」
)

寛
　
(
観
)
　
教
大
僧
都
【
上
】
2
6
ウ
6
(
「
観
教
大
僧
都
」
)
,
【
下
】

5
8
オ
4
　
(
「
大
僧
都
寛
教
」
)

閑
院
贈
太
政
大
臣
1
　
「
藤
原
冬
嗣
」
　
参
照

閑
院
大
臣
1
　
「
藤
原
冬
嗣
」
参
照

桓
武
天
皇
　
【
上
】
　
4
ウ
3

清
房
1
　
「
源
清
房
」
参
照

公
任
卿
1
　
「
藤
原
公
任
」
参
照

公
忠
1
　
「
源
公
忠
」
参
照

公
忠
朝
臣
1
　
「
源
公
忠
」
参
照

公
忠
弁
1
　
「
源
公
忠
」
参
照

厳
子
女
王
　
【
上
】
　
2
5
ウ
7
　
(
「
中
務
卿
代
明
親
王
女
」
)

国
紀
1
　
「
泳
国
紀
」
参
照

国
葬
1
「
藤
原
国
賓
参
照

小
一
l小小皇戟光悼宮

」
悼

条
院
」
)
へ
　
1
 
9
オ
1
　
(
「
小
1
条
院
」
)
、
2
2
オ
2
　
(
r
小
1
条
院
」
)

条
院
　
【
上
】
　
9
オ
4
　
(
「
小
二
条
院
」
　
「
敦
明
」
)
、
9
ウ
2
　
(
r
小

条
皇
后
1
　
「
藤
原
娘
子
」
参
照

条
大
将
済
時
1
　
「
藤
原
塀
時
」
参
照

后
賊
子
1
　
「
小
一
条
皇
后
」
参
照

四
条
太
后
之
侍
女
1
　
「
戒
源
母
」
　
参
照

孝
天
皇
　
【
上
】
　
6
ウ
5
　
(
「
出
面
源
氏
」
)

高
)
へ宗

親
王

【
上
】
　
6
オ
3
　
(
「
小
野
宮
」
　
「
惟
高
」
)
'
1
 
6
オ
2
　
(
「
小
野

2
2
ウ
2
　
(
「
小
野
宮
」
)

俊
通

【
下
裏
】
　
7
5
オ
　
　
c
o
　
(
「
釆
女
正
惟
宗
俊
通
」
)
へ
　
7
5
オ
4

俊
通
家
」
)
へ
　
7
5
ウ
6
　
(
「
俊
通
」
)
へ
　
7
5
ウ
8
　
(
「
俊
通
し
)

さ

　

行

嵯前貞貞2
2
.

参三6
ウ
2 峨少主

天納

皇
　
【
上
】
　
5
オ
6

ロ

清

房

1

「
清
房
」
　
参
照

l
　
「
乾
野
貞
主
」
　
参
照

保
　
【
上
】
6
ウ
1
(
「
染
殿
宮
」
　
「
貞
保
」
)
,
1
 
6
オ
5
(
「
染
殿
宮
」
)
,

(
「
染
殿
宮
」
)
　
【
下
】
　
5
 
6
オ
6
　
(
「
染
殿
宮
」
)
,

議
師
成
1
　
「
藤
原
師
成
」
参
照

条
院
　
【
上
】
8
ウ
2
　
(
「
三
条
院
」
)
,
9
オ
4
　
(
「
三
条
院
」
)
,
2
6
ウ

(
「
三
条
院
」
)
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三
条
院
女
御
1
　
「
小
一
粂
皇
后
」
参
照

三
条
関
白
頼
忠
1
　
「
藤
原
頼
忠
」
参
照

滋
野
家
辞
　
【
上
】
　
4
ウ
3
　
(
r
尾
張
守
家
謬
」
)

滋
野
貞
主
　
【
上
】
　
4
ウ
3
　
(
「
泣
宰
相
」
)
、
5
ウ
6
　
(
「
貞
主
」
)
、

1
4
ウ
l
　
(
r
滋
宰
相
」
)
、
2
2
オ
2
　
(
「
滋
宰
相
」
)
　
【
上
裏
】
　
3
5
オ
1
'
2

(
「
泣
宰
相
」
)
、
3
6
オ
l
　
(
r
貞
主
」
)
　
【
下
】
　
5
6
オ
3
　
(
「
滋
宰
相
」
)

滋
野
直
子
　
【
上
】
　
6
ウ
5
,
1
5
ウ
7
　
(
「
典
侍
泣
野
直
子
朝
臣
」
)
,

2
3
オ
l
t
2
(
「
典
侍
乾
野
直
子
朝
臣
」
)
【
上
裏
】
3
7
オ
2
(
「
典
侍
直
子
」
)

【
下
】
　
4
6
オ
7
　
(
「
典
侍
直
子
朝
臣
」
)

滋
野
縄
子
　
【
上
】
　
5
ウ
6

滋
宰
相
1
　
「
乾
野
貞
主
」
参
照

四
条
太
后
1
　
「
藤
原
連
子
」
参
照

四
条
大
納
言
1
　
「
源
定
」
　
参
照

四
条
宮
1
　
「
藤
原
連
子
」
　
参
照

修
子
内
親
王
　
【
曇
1
4
ウ
-
(
「
入
道
孟
宮
」
)
'
2
2
オ
2
(
「
入

道
　
1
　
品
宮
」
)

捧
和
院
　
【
上
】
　
3
 
1
オ
4
　
(
r
淳
和
院
」
)

聖
徳
太
子
　
【
上
薬
】
　
3
6
オ
3
　
(
「
到
~
矧
~
太
~
刊
博
暦
」
)
、
3
6
オ
6
　
「
太

子
」
)
へ
　
3
6
オ
7
　
「
太
子
」
)

承
和
1
　
「
仁
明
天
皇
」
　
参
照

推
4
0
J

朱
5
6
.

清清詮
オ
3・

雀

占

ソ

　

7

一
棟

一
和,
千

古
天
皇
　
【
上
裏
】
　
3
 
6
オ
3
(
「
推
古
天
皇
」
)
崇
知
大
師
　
【
上
】

(
「
崇
知
大
師
」
)

院

【
上
】
　
i
 
7
ウ
5
　
(
「
朱
雀
院
」
)
へ
　
2
4
オ
5
　
(
「
朱
雀
院
」
)
　
【
下
】

(
「
朱
雀
院
」
)

公
1
　
「
藤
原
実
額
」
参
照

天
皇
　
【
上
】
　
6
ウ
l

↓
　
「
藤
原
詮
子
」
　
参
照

染
殿
宮
1
　
「
貞
保
親
王
」
参
照

大
将
醍
醐

た

　

行

「
藤
原
保
忠
」
　
参
照

天
皇
　
【
上
】
7
オ
6
(
「
国
司
御
時
」
)
,
1
 
7
オ
5
　
(
「
督
司
聖
代
」
)

大
唐
僧
長
秀
1
　
「
唐
僧
長
秀
」
参
照

大
納
言
公
任
1
　
「
藤
原
公
任
」
参
照

大
納
言
元
方
1
　
「
藤
原
元
方
」
参
照

大

罪障
)
へ

ノ

　

3

尊
書
　
【
上
】
　
3
9
ウ
7
　
(
「
大
悲
尊
書
」
)

平
山

臣
」
:

3
7
ウ

時

【
上
】
　
3
 
1
ウ
l
　
(
「
頗
時
朝
臣
」
)
　
【
上
某
】
　
3
7
オ
2
　
(
「
随
時
朝

3
 
7
オ
3
　
(
「
随
時
」
)
へ
　
3
 
7
オ
8
　
(
r
随
時
」
)
も
　
3
 
7
ウ
l
　
(
「
随
時
」
)

(
「
随
時
」
)
　
【
下
】
　
叫
オ
2
　
(
「
随
時
朝
臣
」
)
へ
　
4
6
ウ
7
　
(
「
随
時

.
6
0
ウ
4
　
(
r
随
時
朝
-
」
)
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丹
波
雅
忠
　
【
上
】
9
ウ
l
　
(
「
典
薬
頭
雅
忠
朝
臣
」
)
、
1
 
9
オ
4
　
(
「
雅

忠
朝
臣
」
)
　
【
下
】
　
4
3
オ
6
　
(
「
珂
瑚
醜
コ
珂
勘
文
」
)

丹
陽
公
主
【
上
】
3
ウ
2
(
「
丹
陽
公
主
」
)
,
3
6
オ
2
(
「
丹
陽
公
主
」
)

忠
覚
1
　
「
忠
覚
入
道
」
　
参
照

忠
覚
入
道
　
(
丹
波
忠
明
か
)
　
【
上
】
　
9
ウ
2
　
(
「
父
忠
寛
人

道
」
)
へ
　
9
ウ
3
　
(
「
忠
覚
」
)

長
寧
公
主
【
下
】
4
2
オ
2
(
「
長
寧
公
主
」
)
,
6
1
ウ
7
(
「
長
寧
公
主
」
)

経
信
卿
1
　
「
振
経
信
」
参
照

常
生
1
　
「
大
和
常
生
」
　
参
照

亭
子
院
1
　
「
宇
多
天
皇
」
　
参
照

典
薬
頭
雅
忠
朝
臣
1
　
「
丹
波
雅
忠
」
参
照

天
暦
1
　
「
村
上
天
皇
」
参
照

陶
隠
居
　
【
下
】
　
7
9
ウ
7
　
(
「
脚
云
」
　
※
)

※
書
名
と
し
て
見
れ
ば
「
陶
引
経
」
か
o

唐
僧
長
秀
　
t
上
】
　
3
。
ウ
3
　
(
「
唐
僧
長
秀
」
)
　
【
上
薬
】
　
3
7
ウ
3
　
(
r
大

唐
僧
長
秀
」
)
【
下
】
4
5
ウ
7
(
「
唐
僧
長
秀
」
)
へ
　
6
9
オ
2
(
「
唐
僧
長
秀
」
)
ち

7
7
オ
5
　
(
「
長
秀
」
)

時
平
1
　
「
藤
原
時
平
」
参
照

俊
通
1
　
「
惟
宗
俊
通
」
参
照

典典典直中中二入入仁仁i敬

道道和明
下
】過 侍

滋
侍
滋
侍
直

子
1
務
卿
務
卿

な
野
直

野. '・tcf

子
1

行

子
1子

朝

「
乾
野
直
子
」
　
参
照

臣
1

r
乾
野
直
子
」
　
参
照

「
滋
野
直
子
」
　
参
照

「
乾
野
直
子
」
　
参
照

代
明
親
王

代
明
親
王

「
代
明
親
王
」
　
参
照

女
1
　
「
巌
子
女
王
」
参
照

条
関
白
1
　
「
藤
原
教
通
」
参
照

-

-

1
天

晶
宮
1
　
「
修
子
内
親
王
」
　
参
照

晶
宮
女
房
陸
奥
1
　
「
陸
奥
」
参
照

「
光
孝
天
皇
」
　
参
照

皇

【
上
】
　
5
ウ
6
　
(
「
仁
明
天
皇
」
)
、
i
 
5
ウ
6
　
(
「
剥
~
利
仰
事
」
)

6
2
ウ
5
　
(
「
同
　
(
承
和
)
　
御
時
」
)

↓
　
「
藤
原
教
通
」
　
参
照

は

　

行

八
条
一
品
宮
1
　
「
本
康
親
王
」
参
照

八
条
式
部
卿

八
条
式
部
卿

八
条
大
将
1

↓親

「
本
康
親
王
」
　
参
照

王
1

「
本
康
親
王
」
　
参
照

「
藤
原
保
忠
」
　
参
照
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八
条
宮
1
　
「
本
康
親
王
」
参
照

八
条
李
部
王
1
　
「
本
康
親
王
」
　
参
照

東
三
候
院
1
「
藤
原
詮
子
」
参
照

肥
前
前
司
定
成
1
　
「
藤
原
定
成
」
参
照

枇
杷
左
大
臣
1
　
「
藤
原
仲
平
」
参
照

邪
　
(
刺
)

藤
原
朝
元

藤
原
内
麿

藤
原
兼
家

藤
原
清
経

藤
原
公
任

王
家
　
【
上
】
　
3
2
ウ
l
　
【
下
】
　
g
オ
3
、
5
 
1
ウ
3

【
上
裏
】
　
3
5
オ
5
　
(
「
朝
元
」
)

(
麻
呂
)
　
【
上
】
　
4
オ
2
　
(
「
右
大
臣
内
麿
」
)

【
上
】
　
8
オ
3
　
(
「
入
道
前
太
政
大
臣
兼
-
」
)

【
上
】
　
2
1
ウ
3
　
(
「
清
経
」
)

【
上
】
8
ウ
2
(
「
大
納
言
公
任
」
)
へ
2
2
オ
2
(
「
公
任
卿
」
)

藤
原
連
子
　
【
上
】
　
2
5
ウ
7
　
(
「
四
条
宮
」
　
「
太
皇
太
后
宮
連
子
」
)
　
【
上

裏

】

　

3

5

ウ

3

　

(

「

故

四

条

太

后

」

)

へ

　

3

5

ウ

4

　

(

「

太

后

」

)

、

3

5

ウ

5

　

(

「

太

后
」
)
へ
　
3
5
ウ
6
　
(
「
太
后
」
)

藤
原
賊
子
　
【
上
】
8
ウ
2
(
「
小
l
粂
皇
后
」
「
賊
子
」
)
、
9
オ
4
(
「
皇

后
娘
子
」
)
,
9
ウ
4
　
(
「
小
1
粂
皇
后
」
)
へ
　
2
2
オ
2
　
(
「
小
1
粂
皇
后
」
)
　
【
上

裏
】
　
3
5
オ
1
　
(
「
小
1
条
皇
后
」
　
r
皇
后
」
)
へ
　
2
5
オ
3
　
(
「
小
1
粂
皇
后
」
)

【
下
】
　
5
7
オ
7
　
(
「
小
一
粂
皇
后
」
)

【
上
裏
】
　
3
5
ウ
l
　
(
「
公
任
卿
」
)
へ
　
3
5
ウ
5
　
(
「
公
任
卿
」
)
、
3
5
ウ
7
　
(
「
納

言
」
)

一
藤
原
詮
子
=
】
8
オ
3
(
「
東
三
儀
院
」
「
詮
子
」
)
,
1
-
ウ
5
(
「
真

lI

二
二
候
院
」
)
,
2
4
オ
5
　
(
「
東
三
候
院
」
)
　
【
下
】
　
4
7
ウ
2
　
(
「
東
三
候
院
」
)
、

I

:
S
;
オ
2
　
(
「
東
三
億
院
」
)
,
6
1
オ
2
　
(
r
東
三
俵
院
」
)

I

一
藤
原
時
平
【
上
】
7
ウ
4
(
「
左
大
臣
時
平
」
)

I

一
藤
原
知
章
【
上
】
2
7
オ
2
(
r
藤
原
知
章
」
)
E
下
】
5
3
オ
1
(
「
知
章

I)

一
朝
臣
」
)
,
5
4
オ
l
　
(
「
知
章
朝
臣
」
)
へ
　
5
5
オ
8
　
(
「
知
章
」
)
へ
　
5
7
ウ
7
　
(
「
知

藤
原
国
軍
上
】
㌻
-
(
「
藤
原
還
)
…
芸
-
(
「
園
軍
,
一
朝
剖
口
伝
」
)
、
-
 
1
オ
4
(
r
知
章
朝
臣
」
)
,
冒
-
(
r
知
章
朝
臣
」
)

4
7
オ
4
(
「
国
男
)
,
冒
2
(
「
園
男
)
,
冒
4
(
r
国
賓
)
,
窯
藤
原
仲
平
【
上
】
㌻
5
(
r
枇
杷
左
大
臣
」
)

l

ゥ
-
(
「
囲
W
,
・
票
2
(
「
国
軍
,
-
。
ウ
-
(
「
園
虜
)
　
　
蒲
原
長
良
…
冒
-
(
「
長
良
」
)

藤
原
定
成
【
上
裏
】
3
-
オ
5
(
「
肥
前
前
司
定
成
」
)
　
　
　
　
一
藤
原
済
時
【
上
】
8
ウ
2
(
「
小
-
粂
大
将
済
時
」
)
,
=
オ
4
(
「
小

Tl

藤
原
実
額
　
【
上
】
　
2
。
ウ
4
　
(
「
清
槙
公
」
)
　
【
上
裏
】
　
3
5
ウ
2
　
(
「
清
槙
二
条
大
将
済
時
」
=
下
】
　
4
3
オ
4
　
(
「
小
一
粂
大
将
」
)

公
」
)

藤
原
教
通
　
【
上
】
1
 
0
ウ
1
(
r
二
条
関
白
」
　
「
教
通
」
)
,
1
 
9
オ
8
(
「
二

条
関
白
」
)
へ
　
2
8
オ
2
　
(
「
二
条
関
白
」
)
　
【
下
】
　
5
5
オ
1
　
(
「
二
条
関
白
」
)
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藤
原
冬
嗣
=
】
4
オ
2
(
「
閑
院
大
臣
」
「
冬
嗣
」
)
、
-
〝
オ
4
(
「
閑
一
藤
原
頼
忠
【
上
】
2
5
ウ
7
(
「
三
条
関
白
頼
忠
」
)
【
上
薬
】
3
5
ウ
1
(
「
廉

院
大
臣
」
)
へ
　
2
1
ウ
3
　
(
「
閑
院
大
臣
」
)
へ
　
2
7
オ
2
　
(
「
開
院
贈
太
政
大
臣
」
)

藤
原
適
任
　
【
上
】
　
1
 
1
オ
4
　
(
「
中
納
言
通
任
」
)

藤
原
道
長
　
【
上
】
-
。
ウ
1
　
(
「
道
-
」
)
,
1
0
ウ
7
　
(
「
道
-
」
)

藤
原
元
方
　
【
上
】
　
1
 
8
オ
7
　
(
「
大
納
言
元
方
」
)
、
2
5
ウ
3
　
(
r
大
納
言

元
方
」
)

藤
原
致
貞
　
【
上
】
　
9
ウ
4
　
(
「
因
幡
権
守
致
貞
」
)

藤
原
致
忠
　
【
上
】
　
1
8
オ
7
　
(
「
藤
原
致
忠
」
)
,
1
 
8
ウ
3
　
(
「
致
忠
」
)
,

一
義
公
」
)

藤
原
頼
通
　
【
上
】
　
1
 
7
オ
7
　
(
「
宇
治
関
白
」
)
　
【
下
】
　
5
3
オ
6
　
(
「
宇
治

(
関
白
」
)

.

一
藤
原
頼
宗
【
上
】
-
 
。
ウ
7
(
r
堀
川
右
大
臣
」
「
頼
宗
」
)
,
1
 
9
ク
-
(
r
堀

日
川
右
大
臣
」
)
、
2
8
オ
7
　
(
「
堀
川
右
大
臣
」
)

を
嗣
1
「
藤
原
冬
嗣
」
参
照

I-Ill

2
5
ウ
3
　
(
「
藤
原
致
忠
」
)
　
【
下
】
　
6
 
1
オ
2
　
(
「
致
忠
朝
臣
」
)
へ
　
6
3
ウ
1
　
(
「

忠
朝
臣
」
)

藤
原
元
名
　
【
上
】
　
2
 
1
ウ
3
　
(
「
元
名
」
)

iS i

一
雅
忠
朝

一

這

1

1

ま

　

行

l
　
「
丹
波
雅
忠
」
　
参
照

「
藤
原
道
長
」
　
参
照

藤
原
師
成
【
上
】
1
 
1
オ
4
(
「
参
議
師
成
」
)
,
2
。
オ
2
(
「
参
議
師
成
)
,

2
2
オ
2
　
(
「
参
議
師
成
」
)
　
【
上
裏
】
　
3
 
5
オ
1
　
(
「
師
成
」
)
　
【
下
】
　
4
3
オ
3

(
「
師
成
卿
」
)
へ
　
4
3
オ
4
　
(
「
件
卿
」
)
　
【
下
裏
】
　
7
6
オ
2
　
(
「
師
成
卿
」
)

陸
奥
　
【
上
】
　
1
 
4
ウ
l
　
(
「
入
道
一
品
宮
女
房
陸
奥
」
)
,
2
2
オ
2
　
(
「
入
道

一
品
宮
女
房
陸
奥
」
)
　
【
上
裏
】
　
3
 
5
オ
3
　
(
「
陸
奥
」
)
、
3
5
オ
5
　
(
「
女
房
陸

奥
」
)

藤
原
保
忠
　
【
上
】
　
7
ウ
4
　
(
「
八
粂
大
将
」
　
「
藤
原
保
忠
」
)
、

7

(
「
八
条
大
将
」
)
へ
　
1
 
7
ウ
3
　
(
「
大
将
」
)
、
2
4
オ
l
　
(
「
八
条
大
将
」
)

碁
】
　
3
 
5
ウ
1
　
(
「
八
条
大
将
」
)
　
t
下
】
　
朝
オ
1
　
(
「
八
粂
大
将
」
)
へ

オ
-
一
源
清

I

[
-
蝣
蝣
蝣
　
源
公

ll

7

'

_

　

・

"

蝣

'

.

.

'

j

-

戻忠

【
下
裏
】
　
7
5
オ
1
　
(
「
前
少
納
言
清
房
」
)
へ
　
7
5
オ
3
　
(
「
清
房
」
)

【
上
】
　
6
ウ
5
　
(
「
右
大
柳
公
忠
」
)
へ
　
1
 
2
ウ
l
　
(
「
公
忠
朝
臣
」
)
へ

5
　
(
「
八
条
大
将
」
)

藤
原
保
昌
【
上
】
1
 
8
ウ
3
(
「
藤
原
保
昌
」
)
、
2
7
オ
6
(
「
藤
原
保
昌
」
)
朝
臣
」
)

忠
朝
臣

(
「
公
忠
朝
臣
」
)
へ
　
1
 
7
オ
5
　
(
「
公
忠
朝
臣
」
)
、
2
3
ウ
1
　
(
「
公
忠

へ
　
2
6
ウ
6
(
「
公
忠
弁
」
)
へ
　
2
9
オ
5
　
(
「
公
忠
朝
臣
」
)
、
3
 
1
オ
4
(
「
公

」
)
　
【
上
裏
】
　
3
7
オ
2
　
(
「
公
忠
朝
臣
」
　
「
公
忠
」
)
へ
　
3
 
7
オ
4
　
(
「
公

一
忠
」
)
へ
　
3
7
ウ
2
　
(
「
公
忠
」
)
　
【
下
】
　
S
!
オ
5
　
(
r
公
忠
朝
臣
」
)
ち

I
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S
!
ウ
7
(
「
公
忠
」
)
へ
4
6
ウ
4
(
「
公
忠
朝
臣
」
)
へ
5
 
2
オ
3
(
「
公
忠
朝
臣
」
)

5

3

ウ

2

　

(

「

公

忠

朝

臣

」

)

,

5

5

ウ

3

　

(

「

公

忠

朝

臣

」

)

へ

　

5

6

ウ

1

朝
臣
」
)
,
6
0
ウ
2
　
(
「
公
忠
朝
臣
」
)
へ
　
6
3
オ
5
　
(
「
公
忠
朝
臣
」
)

源
国
紀
　
【
上
】
6
ウ
5
　
(
「
国
紀
」
)

(
「
公
忠

源
定
　
【
上
】
　
5
オ
6
　
(
「
四
条
大
納
言
」
　
「
源
定
」
)
へ
　
2
2
ウ
2
　
(
「
四
条

大
納
言
」
　
「
源
　
(
定
)
」
)
、
3
 
2
ウ
7
　
(
「
叫
判
対
瑚
司
家
」
)
　
【
下
】
　
n
r
ウ
5

(
「
四
条
大
納
言
」
　
※
)
、
5
2
ウ
4
　
(
「
四
条
大
納
言
」
　
※
)
へ
　
5
3
ウ
6
　
(
「
四

条
大
納
言
」
　
※
)
・
5
5
オ
4
　
(
「
四
条
大
納
言
」
)
へ
　
5
7
オ
　
　
(
r
a
条
大
納

言
」
　
蝣
Z
:
)

※
1
上
巻
と
時
代
順
異
な
る
。

源
経
信
　
【
下
】
　
4
2
ウ
6
　
(
「
経
信
卿
」
)
,
4
2
ウ
7
　
(
「
件
卿
」
)

村
上
天
皇
　
【
下
】
　
1
 
8
オ
l
　
(
r
当
園
御
時
」
)

本
康
親
王
　
【
上
】
　
5
ウ
6
　
(
「
八
条
宮
」
　
「
本
康
」
)
,
7
ウ
4

康
親
王
」
)
'
1
5
オ
4
　
(
「
八
粂
宮
」
)
へ
　
1
7
ウ
3
　
(
「
八
条
式
部
卿
親
王
」
)
へ

2
2
ウ
5
　
(
「
八
条
宮
」
)
へ
　
2
9
オ
l
　
(
「
八
条
宮
」
)
、
3
 
1
ウ
5
　
(
「
八
条
宮
」
)
、

3
3
ウ
7
　
(
「
八
粂
一
品
宮
」
)
　
【
上
裏
】
　
3
7
オ
3
　
(
「
八
粂
李
部
王
」
)
　
【
下
】

4
3
ウ
7
　
(
「
八
粂
宮
」
)
、
4
6
オ
5
　
(
「
八
条
宮
」
)
、
6
3
オ
3
　
(
「
八
粂
式
部

卿
宮
」
)

本
康
親
王
女
1
　
「
廉
子
女
王
」
参
照

師
成
卿
1
　
「
藤
原
師
成
」
参
照

文
徳
天
皇

【

上

】

　

6

オ

3

や

　

行

山
田
尼
　
【
上
】
　
9
ウ
4
　
(
「
山
田
尼
」
　
「
山
田
中
務
」
)
、
1
3
オ
1
　
(
「
山

田

尼

」

)

,

1

9

オ

4

(

「

山

田

尼

」

)

へ

2

7

ウ

5

(

「

山

田

尼

」

)

へ

2

7

ウ

8

(

「

尼

」

)

【

下

】

　

4

1

ウ

4

　

(

「

山

田

尼

」

)

へ

　

糾

オ

4

　

(

「

山

田

尼

」

)

も

　

4

8

オ

2

　

(

「

山

田

尼

」

)

,

5

3

オ

4

　

(

「

山

田

尼

」

)

、

5

4

オ

3

　

(

「

山

田

尼

」

)

へ

　

5

8

オ

6

　

(

r

山

田

尼

」

)

、

6

1

オ

6

　

(

「

山

田

尼

」

)

、

6

3

ウ

5

　

(

「

山

田

尼

」

)

山

田

中

務

1

　

「

山

田

尼

」

参

照

大
和
常
生
　
【
上
】
　
7
オ
6
,
1
6
ウ
6
　
(
「
大
和
常
生
」
)
,
1
7
オ
4
　
(
「
蔵

人
所
小
舎
人
大
和
常
生
」
)
へ
1
7
オ
5
(
「
常
生
」
)
へ
2
3
ウ
5
(
「
大
和
常
生
」
)
へ

【
下
】
　
5
2
オ
5
　
(
r
大
和
常
生
」
)
も
　
5
8
ウ
2
　
(
r
こ
と
ね
り
常
生
」
)

随
時
障
時
代
明
挑
家

家
」
)
へ

陽
成

日
日
日朝親

「
平
随
時
」
　
参
照

臣≡
l

「
平
随
時
」
　
参
照

【
上
】
　
2
5
ウ
7
　
(
「
中
務
卿
代
明
親
王
」
)

【
下
】
　
4
2
オ
1
　
(
「
挑
家
」
)
へ
　
舶
ウ
2
　
(
「
挑
家
」
)
へ
　
5
 
1
ウ
7
　
(
「
挑

6
0
オ
7
　
(
「
挑
家
」
)
へ
　
6
2
オ
2
　
(
r
挑
家
」
)

院
　
【
下
】
　
6
 
3
オ
4
　
(
「
俸
得
喝
叫
図
書
」
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ら

　

行

雷
教
　
【
下
】
6
9
オ
5
(
「
司
勾
抱
衆
論
」
)
・
7
1
ウ
1
　
(
「
司
勾
胞
衆
論
」
)

落
梅
公
主
【
上
】
3
ウ
2
(
「
落
梅
公
主
」
)
,
3
5
オ
5
(
「
落
梅
公
主
」
)

廉
義
公
1
　
「
藤
原
頼
忠
」
参
照

廉
子
女
王
　
【
上
】
　
7
ウ
4
　
(
「
本
康
親
王
女
従
四
位
上
廉
子
女
王
」
)
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薫
集
類
抄
の
同
文
一
覧
一
　
『
香
字
抄
』

凡
例

1
　
　
「
本
草
」
　
の
引
用
に
つ
い
て
は
総
じ
て
『
新
修
本
草
』
に
於
け
る
同
文
へ
類
文
所
出
箇
所
を
示
す
が
'
『
香
字
抄
』
『
香
要
抄
』
で
特

定
の
書
名
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
へ
参
考
の
た
め
そ
の
書
名
を
丸
抱
弧
内
に
挙
げ
た
。

1
　
異
同
の
見
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
右
側
に
算
用
数
字
で
通
し
番
号
を
示
し
、
傍
線
を
引
い
た
0

1
　
同
文
中
へ
或
い
は
同
文
に
続
け
七
『
薫
集
類
抄
』
に
無
い
記
事
が
見
ら
れ
る
場
合
へ
　
「
中
略
」
　
「
下
略
」
に
代
え
て
「
・
-
」
と
記
し
た
O

参
考
図
書

『
香
字
抄
』
　
　
続
群
書
類
従
本
(
巻
第
八
五
四
所
収
)

『
香
要
抄
』
　
　
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
本

『
置
類
本
草
』
　
四
庫
全
書
本
(
子
部
医
家
類
　
七
四
〇
-
一
)

『
新
修
本
草
』
　
中
国
古
典
医
学
叢
刊
本

l/;-M-:J

四
庫
全
書
本
　
(
史
部
正
史
類
　
二
六
〇
-
一
八
)
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諸
香

汰
一

r

-

:

-

V

l

『
薫
集
類
抄
』

①
菌
類
云
置
水
中
則
沈
故
日
沈
香
次
不
沈
者
日

;
　
　
　
　
　
I
"
.
.
.
-
-
.
"
.
.
.
.
"
-
-
.
:
.
.
.
.
.
.
-
-
-
.
.

藩
香
甘
嚢
骨
為
象
骨
香
似
即
瑚
為
馬
蹄

I

_

_

_

_

_

_

,

l

②
一
番
枝
候
細
賛
為
青
桂
云
N

ー

③
1
 
'
或
書
目
此
木
田
日
南
欲
取
昔
先
研
樹
著
地
積
外

.

盲
自
朽
欄
其
心
至
堅
者
置
水
則
沈
名
沈
香
共

有
在
心
皮
之
間
不
甚
堅
之
置
水
不
沈
不
浮
輿
水

す
者
名
目
浅
香
其
最
小
畠
賢
者
日
東
香
英

一
似
冬
青
樹
形
崇
疎

ち
む
の
か
う
ハ
し
き
ひ
と
つ
は
ハ
ち
す
の
か
す
二
ハ

き
く
の
は
な
の
か
す
る
ゑ
く
け
れ
と
よ
し
う

し
の
矢
の
か
す
る
い
と
あ
し
む
け
の
を
と
り
は

わ
ら
あ
く
た
の
か
す
ひ
と
つ
沈
に
も
か
た
ノ
＼

か
う
は
し
き
く
さ
き
か
た
あ
る
を
よ
く
と
り
ま

は
し
つ
1
火
に
た
き
て
み
て
よ
き
か
た
を
わ
り

を
れ
沈
の
わ
ろ
き
ハ
い
と
あ
し
き
な
り
く
ち

M
F
n
u
オ5

′
L
U

l
n
■
t
l

③
　
『
香
字
抄
』

・
南
州
異
物
志
云
。
　
沈
香
。
其
次
在
心
自
問
。
不
甚
置
之
水
中
。

不
浮
不
沈
輿
水
平
者
名
漢
。
　
　
　
　
(
上
　
翠
段
)

・
文
籍
之
中
。
説
沈
香
日
。
此
木
。
出
日
南
。
欲
取
営
先
研
樹
着

地
積
。
外
皮
自
朽
燭
。
其
心
至
聖
者
。
置
水
則
沈
。
名
之
日
沈
香
。

其
次
在
心
自
之
間
。
不
甚
堅
精
。
置
之
水
不
沈
不
浮
輿
水
平
者
。

名
目
浅
香
.
其
最
小
鹿
白
者
。
日
東
香
也
。
沈
木
葉
似
冬
青
樹
.

形
崇
壊
.
又
云
。
木
極
高
大
也
.
　
(
上
　
背
段
～
讐
段
)
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た
る
と
こ
ろ
な
と
ハ
た
け
す
て
1
つ
く
へ
し

沈
ハ
く
ろ
く
お
も
き
を
よ
き
に
す
又
く
ろ
く
お
も

け
れ
と
も
わ
ろ
き
あ
り
す
こ
し
た
き
て
心
み
る

へ
し
い
る
へ
き
か
す
に
い
ま
1
二
両
許
く
は
へ

て
つ
く
へ
し
か
は
の
や
う
な
る
も
の
又
む
し
の

す
の
や
う
に
て
ち
り
は
み
た
る
も
の
ま
し

り
た
る
を
よ
く
ゑ
り
て
か
た
な
し
て
こ
ま
か
に

わ
り
く
た
き
て
つ
く
へ
し
い
と
よ
き
は
し
る

め
き
い
ミ
あ
ひ
て
よ
く
も
つ
か
れ
す
さ
ら
は

わ
ろ
き
沈
を
す
こ
し
く
は
へ
て
つ
く
へ
し

か
な
う
す
に
ふ
た
を
お
ほ
ひ
て
や
を
ら
つ
く

へ
し
ふ
る
ふ
に
も
や
を
ら
ふ
る
ふ
へ
し
す
こ

し
っ
ゝ
ふ
る
ひ
て
あ
ま
た
た
ひ
つ
く
へ
し
ま

つ
ふ
る
ひ
た
る
を
よ
き
に
す

」

先
取
香
稲
米
斗
以
六
月
上
午
日
揮
洗
合
炊
大
女

菊
六
升
和
合
之
入
水
六
升
着
1
新
瓶
中
ロ
封

1

0

*

.

/

.

　

‥

用
之

即
取
入
又
作
如
前
法
也
必
至
三
度
可
用
之
然
後

)エロ
ノ

∠
U
/h)

l

H

は

u

M

p

L

U

n

H

一

」
5nlHl①

造
沈
香
法
。

先
取
香
納
采
1
斗
.
以
六
月
上
年
目
.
浮
洗
合
炊
。

大
女
菊
六
升
。
和
合
之
。
入
水
六
升
。
着
一
新
瓶
中
。

H
i
;
,
'
蝣
蝣
蝣
!
・
!
!
蝣
蝣
i
;
'
;
i
i
.
!
'
;
:
∵
　
　
I
.
'
I
・
㍉

之用
O
即
取
又
作
。
如
前
法
。
必
至
三
度
可
用
之
。
然
後
取
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取
青
桐
木
沈
削
去
泥
土
令
浮
随
多
少
着
其
酢

封
閏
瓶
口
埋
土
中
不
可
令
知
毎
其
日
可
換
至

三
度
其
後
出
青
桐
曝
干
了
者
亦
別
取
新
瓶

随
木
多
少
蜂
蜜
掩
瓶
中
随
木
厚
薄
可
用

蜜
成
三
周
或
七
周
必
成
上
品
沈
香
也

)オ7′-
U

l
n
l
し
H
l

一
生
師
口
侍

一

二

∴

.

,

.

.

I

.

 

1

'

'

'

蝣

蝣

'

.

 

'

j

'

V
 
i

l

～;..,蝣. -. '蝣　V,,i蝣蝣"'.蝣∴三㍉二'. '.*. ''=

「
∴
'
i
 
'
　
　
:
r
'
蝣
≒
I
'
蝣

lIl.llll-

・
‥
　
　
‥
'
.
蝣
'
・
∴
　
　
　
　
　
　
　
I
.
 
'
I

随
木
厚
薄
朋
鍔
不
可
令
知
彊
臥
知

又
法
i
f
.
-
 
-
1
-
'
!
-
　
汗
¥
l
¥
.
 
∴
　
*
1
.
L
.
|
-
t
-
　
キ

梨
蓮
根
一
両
香
椙
米
酢
三
升
薯
汁
二
升
一
合

カ
ナ
ク
ソ
ノ
出
水
也

繊
醤
㌫
柑
附
髭
朋
甥
但

右
一
瓶
浮
掩
楓
香
木
切
以
乍
七
種
其
入
之
口
封
開

土
中
埋
之
百
日
以
来
流
水
五
升
煎
減
四
升
入
酢
少

青
木
沈
。
削
去
泥
令
浮
。
随
多
少
着
其
酢
。
封
閃
瓶

口
土
中
。
不
可
令
知
人
。
毎
其
日
可
換
汁
至
三
度
。

其
度
後
出
青
桐
曝
干
了
者
。
亦
別
取
新
瓶
。
随
木
多

少
蜂
蜜
掩
瓶
中
。
随
木
厚
薄
可
用
蜜
。
成
三
周
或
五

周
也
。
必
成
上
品
沈
香
也
。

生
師
口
侍
。

香
細
酢
堅
女
菊
印
串
過
三
共
限
披
。
過
三
斗
也
.

・
"
蝣
蝣
蝣
h
i
:
j
:
蝣
:
"
:
蝣
i
∴

・
.
.
.
.
,
I
i
l
∴
一
I
I
l
.
'

遠
至
以
朽
拓
稿
者
為
好
妨
.
其
朽
姻
之
中
o
中
心

堅
。
堅
者
及
節
目
黒
。
聖
者
為
尤
佳
也
。

I
.
.

ご
「
'
蝣
蝣
.
i
i
'
:
I
:
∵

I
:
'
二
I
"
;
蝣
;
:
蝣
!
蝣
'
二
二
∴

以
紙
張
龍
。

上
久
塗
干
。

-
"
蝣
I
'
!
∴

又
法
。

楓
香
木
・
l
斤
o
沈
香
。
高
。
白
檀
。
l
両
。

零
香
。
l
両
。
梨
蓮
根
。
l
両
。
香
細
.
米
酢
〇
三
升
o

薯
汁
O
二
升
石
O
銭
将
首
.
1
升
五
合
巳
上
薬
升
O
但
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道
入
1
瓶
以
土
封
間
経
三
七
日
取
出
曝
干
而
後

陣
木
厚
薄
蜜
中
掩
之
若
日
放
出
曝
三
周
若
五

周
若
七
周
即
成
上
品
沈
香
也

三
七
日
聖
。
曝
干
聖
蜜
中
掩
卵
舶
楓
香
木

二∴∵,wサ, i,!| "蝣̂
//:蝣''∴;蝣)㍗

埋
寵
下
欲
常
熱
也
経
l
計
歳
取
出
見
之
皆
悉
朽
損
如

塊
形
帆
破
即
票
水
令
豊
気
如
此
数
度
常
棟
等
告
塩

気
取
嘗
者
無
塩
克
郎
止
欲
任
用
即
青
筋
著
乍
本

俸
掩
用
也
輿
大
豆
汁
平
升
法
而
和
合
云
也

右
二
方
唐
僧
長
秀
所
秘
蔵
也
以
方
造
進
公
宗
之

沈
香
其
香
甚
好
天
暦
十
一
年
三
月
廿
五
日
俸
承
之

耳

JH
 
E
i
　
-

l
　
　
凸
リ
ノ

0
0

-

丁
子

I

①
:
*
芸
胞
衆
論
云
丁
子
有
雄
雌
雄
頼
小
雌
額
大
似
線
素

l

一
核
方
中
多
伎
雌
力
大
故
膏
煎
中
用
雄
若
欲
使
雄

…
簸
去
丁
蓋
子
/
¥
/
/
l
/
/
V
奇
人
皆
鹿
也

]

L
I
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
-
-
-
-
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

l

②
衰
丁
子
法
以
歯
硝
有
音
辛
物
是
為
上
不
然
者

-

iI

lイ

　

　

N

r

H

一

l
　
オ

一
6
9

:

　

　

　

l

H

u

J

は

H

l

I

r

x

-

^

]

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

1
　
-
　
-
　
-
　
-
　
-
　
-
　
-
　
-
　
-
　
-
　
-
　
-
.
-
　
-
　
-
　
-
　
-
　
-
　
-
　
-

丁
子
乃
え
た
い
と
わ
る
し
お
は
き
に
て
L
と

大
豆
汁
渡
煮
加
掩
之
。

右
1
瓶
浮
掩
楓
香
木
切
o
以
七
種
其
入
之
口
封

開
。
土
中
埋
之
百
日
。
以
東
流
水
五
升
煎
。
減
四
升
。

入
酢
少
々
又
返
入
1
瓶
。
以
土
封
開
.
樫
三
七
日
取

出
。
曝
干
而
後
。
随
木
厚
薄
蜜
中
掩
之
。
若
三
周
若

五
周
若
七
周
即
成
。
上
品
沈
香
也
。

三
七
日
.
㌍
曝
干
。
聖
蜜
中
掩
o
朋
墾

・
i
,
|
v
-
サ
ー
¥
.
;
_
,
1
/

蝣
i
三

若
埋
形
竃
下
欲
常
燃
也
。
経
許
歳
取
出
見
之
。
皆
悉
朽
損
如
塊
。
形

脆
破
即
取
入
火
。
含
吐
塩
気
如
敷
皮
。
常
換
水
令
失
塩
気
。
取
掌
者

元
塩
気
即
土
欲
任
用
即
春
希
。
若
乍
本
鰹
滝

用
之
奥
大
豆
汁
平
升
法
而
和
合
之
。

右
二
方
大
唐
僧
長
秀
所
秘
蔵
也
。
所
献
上
於
聖
上
。
以
此

方
造
。
進
公
家
。
号
□
沈
香
。
其
香
甚
巳
好
。

天
暦
十
m
二
月
甘
苦
侍
承
之
耳
o
(
.
誓
桝
且
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や
か
な
る
を
よ
き
に
す
ふ
る
く
な
り
た
る
も
し

は
に
て
し
る
つ
か
ひ
た
る
は
か
ろ
く
て
口
に

く
ゝ
ミ
み
る
に
か
ら
く
て
い
と
か
う
は
し
花
と

い
ひ
て
ま
ろ
な
る
も
の
と
く
き
と
て
く
ろ
み

た
る
も
の
と
ハ
よ
き
な
り
し
ろ
ミ
て
も
の
ゝ

す
ち
の
や
う
な
る
物
ま
し
り
た
る
わ
ろ
し

え
り
す
つ
へ
き
な
り
こ
れ
も
や
を
ら
つ
き
て

ま
つ
ふ
る
は
れ
た
ら
む
を
よ
き
に
す
へ
し

ょ
き
ハ
さ
ひ
た
る
や
う
に
そ
あ
る

I
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J

l

③
貢
形
如
白
屡
出
天
竺
畢
童
画
二
名
乳
頭
香

I

-

-

I

-

-

-

-

-

-

-

-

-

I

-

-

-

-

I

 

l

_

l

 

I

_

I

_

_

_

_
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I

④
二
名
滴
乳
香
一
名
屡
香
1
名
白
乳
香
7
名
雲
華

①
播
J
*
?
il
S
監
酎
ォ

ー

ー

l

白
檀
は
か
た
く
て
き
な
る
を
よ
き
に
す

わ
か
き
木
ハ
や
は
ら
か
に
て
か
ろ
く
そ
あ
る

ぅ
は
か
は
少
し
け
つ
り
す
て
ヽ
つ
く
へ
し

I

-

~

1

-

-

-

~
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-

A

.

.

I

-

・

I
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-
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I
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l

J

J
l

巳
上
二
名
的
　
l

∵
:
.
C
-
-
'
-
H

人
背
親
也
。

(
丁
香
の
条
　
卵
)

伺
法
華
玄
賛
。
第
二
〇
-
白
謂
白
檀
之
属
云
々
e

(
裏
書
　
白
檀
香
の
条
　
卵
)

㈹
㌘
苑
注
目
(
以
下
引
用
は
上
記
と
異
な
る
)

②

③

本
草
云
o
　
微
温
.
悉
⑳
風
水
毒
塵
.
去
悪
気
O
君
如
自
選
。

出
天
竺
畢
千
二
国
。
1
名
乳
頭
香
.
1
名
滴
乳
香
云
々
。

(
薫
陸
香
の
条
　
卵
)
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如
本

く
ろ
く
は
に
た
る
も
の
お
ほ
か
り
よ
く
み
し
る
へ
し

わ
ろ
き
は
乳
頭
と
い
ひ
て
し
ろ
き
も
の
ま
し

り
た
る
よ
き
は
ひ
か
り
き
ハ
み
て
ら
ふ
い
ろ
に

そ
あ
る
く
ろ
ミ
た
る
も
の
や
い
し
.
や
な
と
ま
し

り
た
る
を
え
り
て
す
て
1
つ
く
へ
し

-̂
si'-*--

l

蒜
田
公
胞
衆
論
云
磨
香
多
有
偽
者
不
不
如
用

一
其
香
有
三
等
一
者
名
遺
香
是
啓
丁
贋
開

-

高
ク
リ
其
色
白
於
石
上
用
蹄
尖
弾
降
ヲ
落

首
落
虞
一
黒
草
木
不
生
並
略
黄
大
著

(

1
 
-
得
此
香
償
輿
明
珠
同
也
二
名
贋
香
採
得

l

-
.
其
堪
用
三
名
心
結
香
被
大
獣
驚
心
破
了

-

一
因
玖
狂
走
雑
諸
粁
中
遂
乱
投
水
被
人
収

"

l

　

ツ

ム

サ

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

有
撃
破
見
心
～
流
在
畔
上
結
作
美
乾
血
塊
可
埠
:
 
I

l

 

I

一
山
澗
早
聞
之
香
是
香
中
之
次
也
凡
使
廓
香
並

]

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
ム
コ
ロ
ニ
丁
カ
ニ
細
欺

:
`
用
富
子
自
閉
之
不
用
苦
納
研
用
云
,
く

I

ll..ll
JlllllIlJ-

)ウ17
-
t
H
u
t
は
H
l

さ
か
う
ハ
く
し
り
た
る
に
は
ひ
し
れ
た
る
や
う

な
る
ハ
わ
ろ
し
く
し
り
あ
つ
め
て
か
は
や
毛
な
と

の
ま
し
り
た
る
を
よ
く
え
り
て
茶
碗
の
つ
き

㈲
胞
衆
論
云
.
　
磨
香
多
有
偽
者
O
不
如
不
用
。
其
香
多
有
偽
者
。

不
如
不
用
。
其
香
有
三
等
。
一
者
名
遺
香
。
是
虚
子
厨
閏
満
。

其
鹿
自
於
石
上
用
蹄
尖
。
弾
贋
落
者
。
落
慶
一
黒
草
木
不
生
。

並
醸
黄
大
著
収
得
L
香
。
債
典
明
珠
同
也
。
二
名
膝
香
C
採
得

甚
堪
用
。
三
名
心
緒
香
。
被
大
獣
驚
心
破
了
。
同
玖
狂
走
雑
諸

群
中
。
遂
乱
投
水
。
被
人
収
得
。
撃
破
見
心
。
心
流
在
牌
上
。

結
作
1
大
乾
血
塊
.
可
隔
山
澗
早
聞
之
香
。
是
香
中
之
次
堵
也
o

凡
使
磨
香
並
用
子
。
日
。
開
之
不
用
。
若
細
研
用
。
(
厨
香
の
条
　
岬
)
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な
と
に
い
れ
て
い
し
の
す
り
こ
き
な
く
ハ
や
な

き
の
き
の
か
れ
た
る
し
て
す
り
く
た
き
て
ふ

る
ひ
て
香
と
も
み
な
あ
は
せ
ふ
る
ひ
て
う
へ
に

か
き
ま
す
る
人
も
あ
り
さ
れ
と
も
こ
と
も
の
と
も

あ
ま
つ
ら
に
ひ
ち
く
り
て
す
こ
し
つ
き
て

の
ち
に
ち
い
さ
く
ひ
き
き
り
つ
ゝ
ま
さ
な
き
た

と
も

と
ひ
な
れ
o
も
ち
ゐ
と
て
く
ふ
も
の
ゝ
あ
れ
に

さ
す
や
う
に
さ
し
あ
つ
め
て
お
し
ま
ろ
か
し
て

の
ち
に
つ
き
あ
は
す
へ
し
い
た
く
つ
き
あ
ら
か

す
れ
は
か
う
す
と
い
ふ
香
な
き
さ
か
う
を
は

水
に
ひ
た
し
て
久
し
か
ら
す
し
て
く
ち
な

皮

は
の
か
は
を
も
ち
て
ま
き
つ
ゝ
み
て
き
よ
き

つ
ち
を
は
ら
ひ
て
さ
か
う
を
お
き
て
そ
の
う
へ
に

ち
い
さ
き
茶
碗
を
う
つ
ふ
せ
て
と
こ
ろ
ノ
＼
に

火
を
を
き
て
ひ
さ
し
か
ら
す
し
て
と
り
す
て
ゝ

す
な
は
ち
あ
た
1
か
な
る
わ
た
に
つ
ゝ
ミ
て
こ
れ
を

お
さ
む
れ
は
か
を
ま
す

ね
ち
け
た
れ
共
く
ろ
ほ
う
は
さ
か
う
い
れ
す
ゝ
め
る

い
と
い
と
よ
し
侍
従
は
よ
し
と
て
お
は
く
い
れ
た
る
い

れ
た
る
ハ
な
か
く
あ
し

)オ27しHl
)tn
ノ

27
n
u
し
H
l

)オ37
I"相はHl
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完
革
云
微
温
其
樹
似
橘
臭
煎
枝
葉
為
香
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1
 
-
似
糖
而
黒
去
伏
戸
病
出
交
慶
以
南
又
出
晋
一
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安
琴
州
真
淳
者
難
得
多
以
其
皮
及
拓
臆
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せ
む
た
う
は
か
た
い
L
は
の
い
ろ
に
て
そ
の
し
ほ
の

か
は
の
や
う
に
て
う
す
ひ
ら
に
そ
あ
る
ま
つ

煎
し
と
り
て
つ
く
こ
の
香
は
な
ハ
た
か
き

か
た
し
此
香
の
な
か
に
あ
か
き
け
あ
る
は

か
う
は
し
い
ろ
く
ろ
き
ハ
劣
な
り

寄
金
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圭
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-
出
想
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草
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ヱ
n
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蝣
・
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i

I

.

,

.

.

.

.

.

.

.

.
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f

一
欝
金
又
有
熟
欝
金
者
其
中
有
以
五
種
香
.
 
I

・
'
l
l
二
.
　
　
i

こ
の
香
は
さ
ま
　
-
　
あ
り
熟
欝
金
と
い
ふ
ハ
む

ら
さ
き
の
り
の
く
ち
た
る
や
う
に
て
い
と
か
う
は
し

き
な
る
欝
金
は
ま
ろ
た
ち
て
す
ろ
の
み
の
い

ろ
な
り
青
欝
金
と
い
ふ
ハ
は
し
か
み
を
は
し

た
る
さ
ま
に
て
わ
り
た
れ
は
き
く
ち
は
の

ふ
か
く
つ
し
み
た
る
や
う
に
そ
あ
る

肯a. '--
微
温
。
其
樹
似
橘
臭
。
煎
枝
葉
為
香
。
似
糖
而
里
去
伏
口
病
。

出
交
贋
以
南
。
久
出
曹
安
琴
州
。
真
疎
音
難
得
。
多
以
其
皮
及

松
虫
矢
。
唯
軽
者
為
任
。

(
虐
糖
香
の
条
　
S
i
v

∽
開
宝
重
定
神
農
本
草
云
。
　
嶺
南
者
有
賛
。
似
-
豆
速
不
堪

敵
之
。
又
云
。
又
有
青
欝
金
。
又
熟
欝
金
者
。
其
中
有
以
五
種

香
等
造
之
O
又
有
以
遠
造
之
香
臭
。
(
欝
金
香
の
条
　
岬
)
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蘇
合
香

I

①
義
類
云
梁
書
云
中
天
竺
囲
出
蘇
合
香
是
諸
香

ll

五
煎
し
非
自
然
物
也

②
支
云
此
香
従
西
域
及
畠
肯
来
紫
赤
色
重
寮
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一
如
焼
之
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者
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節
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言
:
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拾
遺
云
獅
子
矢
赤
黒
色
焼
之
去
鬼
気
蘇
合

I

 

L

1

~

~

1

③
盲
黄
白
二
物
相
似
而
不
同
是
西
国
草
木
皮
汁

-

粛
鳥
胡
人
格
爽
欲
貴
之
餅
其
名
耳
云
々
T
管

L
I
-
-
!
1
-
l
l
-
-
i
l
l
-
-
　
　
　
　
　
-
l
l
-
-
1
!
1
1
-

l

④
壷
云
似
玉
を
丸
年
久
者
此
色
有
赤
泳
胡
人

l

＼
w
+
-
^
'
い

甘
松

言
其
術
也
云
々

l
n
H
l

エ
ロ
ノ
IS*7

i
Z
一
一
u

一
其
鉢
種
、
V
也
或
如
苅
安
草
又
如
青
筋
又
苗
豆

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戎
本
無
此
字

戎
本
刈

,

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.

,

一
i
r
・
i
r
-
f
1
-
 
'
r
リ
'
-
 
'
.
'
.
・
'
十
ぶ
　
　
　
写
　
二
・
:
;
j
^
-
<
王

I

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-
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②
忘
腹
膜
満
令
人
身
香
叢
生
菓
細
出
姑
戚

lI

-

-

-

I

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

I

-

-

-

I

-

-

-

-

-

-

-

-

I

-

-

-

・
c
o
)
∵
王
誉
≠
-
M

音
i

-l

こ
の
か
う
は
ね
を
ゑ
り
す
て
て
つ
ち
な
と
ま
し
り

た
る
を
ハ
と
り
す
て
1
や
を
ら
つ
く
へ
し
あ
か
み

H

て
す
き
た
る
ハ
わ
か
く
さ
は
し
ろ
く
て
か
は

ら
け
た
ち
た
る
そ
よ
か
り
け
る

②
本
草
云
。
-
又
云
。
此
香
従
西
域
及
鼻
音
来
。
紫
赤
色
。
重
安

如
石
。
焼
之
灰
白
者
好
。
云
師
子
矢
者
。
此
是
胡
人
誰
言
-

(
蘇
合
香
の
条
　
i
)

③
拾
遺
云
。
　
獅
子
矢
赤
黒
色
。
焼
之
去
鬼
気
。
蘇
合
色
黄
白
二

物
相
似
而
不
同
.
是
西
国
草
木
皮
汁
o
所
席
胡
人
格
乗
欲
異
人

館
其
名
耳
.
　
　
　
　
　
　
　
(
蘇
合
香
の
条
　
卵
)

④
稽
疑
云
。
　
似
玉
壷
丸
。
年
久
者
此
紫
色
。
有
赤
泳
胡
大
匿
。

此
法
不
言
其
術
臭
　
　
　
　
　
　
(
蘇
合
香
の
条
　
岬
)

L
i
i
i
リ

コ
ーJHJU②
本
草
云
。
　
味
甘
温
無
毒
。
主
悪
気
。
卒
心
。
腹
痛
。
痛
満
。

-
康
志
云
o
甘
松
香
田
姑
戚
O
　
　
　
(
甘
松
香
の
条
　
岬
)

②
本
草
抄
云
.
　
味
甘
温
無
毒
o
主
悪
気
。
卒
心
.
腫
脹
轡
令

人
身
香
。
叢
生
莱
細
。
出
姑
威
。

③
焚
云
。
　
　
那
羅
駄
。

①
或
抄
云
。
　
甘
松
香
共
催
種
〔
々
也
。
〕
或
如
能
文
安
草
。
又

如
青
筋
.
又
　
　
　
　
　
　
　
(
甘
松
香
の
条
　
岬
)
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②
京
草
云

l

l

I
.
核
此
雌

:
l
成
香
田

令
人
身
香
療
齢
歯
煮
汁
含
之

lF

其
樹
莱
似
栗
花
如
梅
花
子
似
秦

樹
也
鬼
畜

2
-
 
'
'
'

及

樹
者
花
不
安
採
花
醸
之
以

交
愛
以
南

)ふり
ノ

′
h
U

7Ⅶ相
川
u

こ
の
か
う
は
丁
子
の
ふ
し
な
り
か
ら
あ
は
と
い

ふ
も
の
1
や
う
な
り

&

蝣

:

!

-

'

:

-

二②
一

③
一l--

南
方
可以.
亦
早

・

蝣

'

蝣

¥

'

-

¥

・

'

-

-

・

;

草
木
物
状
日
六
月
採
曝
之

着
衣
服
中
.
 
1
長
秀
日
八
月

l

且
採
之
乍
露
千
二
朝
大
帝

及揺
i
,
 
*
]
I
-
I
-
;
I

l
l
n
l
オ77

l
H
は
し
H
l

ー

京
草
云
其
味
宰
苦
平
元
毒
主
心
腹
悪
気
一
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I

一
驚
疑
云
安
息
香
堅
於
石
蜜
者
今
案
有
云
.

l.

悉
香
者
是
今
安
息
香
嚢
耳
　
　
　
　
　
目
-

-

.

1
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1

此
香
は
た
き
も
の
1
か
れ
は
み
て
か
ら
の
や
う

に
そ
あ
り

r?">i:B

・

「

-

②

Lt"i　-

⊥
日
日
ノ

77

ド

1
名
白
屡
香
一
五
月
析
樹
為
攻
一

)サ
l
H
は
_
は
P

f¥-~¥-'

②
　
其
樹
某
似
栗
。
花
如
梅
花
。
子
似
菓
核
此
雌
樹
也
。
雄
樹
者
花

不
貴
。
採
花
醸
之
。
以
成
香
。
出
島
喬
及
交
愛
以
南
。

(
鶏
舌
香
の
条

南
方
草
木
物
状
日
六
月
採
曝
之
及
芥
芳

可
以
着
衣
服
中

)スは
U①
安
望其味
辛
苦
平
元
毒
.
主
心
腹
悪
気
。
　
本
草
矧
疑
云
。

安
息
香
。
堅
於
石
蜜
者
。

按
之
.
安
悉
香
。
是
今
安
息
香
嚢
耳
.
(
安
息
香
の
条
　
岬
)

本
草
云
。
楓
香
脂
。
I
 
T
名
白
腸
香
・
・
・
唐
本
注
云
。
　
五
月

仙R.

①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

研
樹
為
軟
O
十
1
月
採
脂
。
唐
本
先
附
.

(
楓
の
条
　
岬
)
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ち

-

 

'

r

?

'

_

i

/

-

 

-

小

i

>

/

'

-

:

　

　

…

…

l

.I

①
一
本
革
云
味
甘
温
無
毒
去
悪
気
殺
轟

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l
l

葱
木
皮
上
線
衣
名
文
納
合
香
中
内
之
取
之
.

l「
_

②
貢
形
如
太
糸
長
四
五
寸
許
如
蘭
花
干
枯
之
物

l

斎
着
其
筋
上
方
着
松
樹
之
蔦
也
今
玲
其

'
-
 
'
r
n
~
-
;
フ
I
'
M
　
＼

l

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

1

　

-

　

I

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

I

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

.

I

-

　

-

甲
香

二
名
流
螺
南
州
異
物
志
云
可
合
衆
香
焼
之

一
便
益
芳
猪
焼
之
則
臭

龍
脳

J

Jll
l

.

京
革
云
其
味
辛
苦
微
寒
出
波
津
固
形
似
白

一
松
脂
作
杉
木
気
明
浮
者
善
久
姪
風
日
或
如
雀

1'!'寸I--なま.- '.I-J

.
 
 
I

l

灰
相
息
子
貯
之
不
耗
云
"
-

p

h

H

一

L
ロ
ノ

0
0
7(

:,:-i- /l;':

・'jj草　吊ifLZ~-*

-

-

v

J

^

　

…

.

"

.

云
味
宰
温
元
毒

l

菓
似
羊
蹄
而
長
大
花
:

-lー

本
草
云
其
味
辛
温
元
毒
　
可
作
膏
薬
面
脂
潤
一

1
　
　
　
　
　
"
J
7
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
:
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

樺
顔
色

i
.
・
‖
'
<
;
v
 
i
蝣
.
1
二

~
　
-
-
　
-
　
-
　
-
　
-
　
-
　
-
　
-
　
-
　
-
　
-
　
-
.
.
-
　
1
-
　
-
　
-
.
-
　
-
.
-
　
-
　
-
.
_
l
 
l
　
_
　
_

或
抄
云
。
　
松
木
皮
上
線
衣
名
文
納
。
和
合
香
中
用
之
。

形
如
太
糸
O
長
四
五
寸
許
.
如
蘭
花
O
千
姫
之
物
薪
着
o

上
方
着
松
樹
之
蔦
也
。
検
其
説
相
似
之
。
(
文
納
香
の
条

の
本
草
云
0
　
-
唐
本
注
。
唐
本
先
附
。
一
名
流
螺
O

南
州
異
物
志
云
。
　
可
合
衆
香
焼
之
。
便
益
芳
濁
焼
之
。
則
臭
。

(
甲
香
の
条
　
岬
)

の
本
草
云
。
-
・
其
味
辛
苦
微
寒
。
-
・
出
波
律
囲
。
形
似
白
松
脂
。

〔
杉
イ
〕

作
松
木
気
。
明
輝
者
善
。
久
経
風
日
。
或
如
雀
尿
者
不
住
。

但
云
。

-
合
梗
灰
相
思
子
貯
之
。
不
耗
o
　
(
龍
脳
香
の
条
　
曹
聖

I

/

　

　

=

-

~

1

・

味
辛
温
無
毒
。
-
菓
似
羊
蹄
長
大
。
花
若
菊
。
其
賓
黄
黒
。

①

雲
草
云
.
②
 
-
雷
辛
温
元
毒
。
可
作
膏
薬
言
脂
潤
鴎

蝣
l
"
>
色
.
一
v
-
.
|
†
w
i
;
;
二
-
>
・
'
・
:
!
i
・
捲
　
.
'
/
*
-
義
.
:
,
リ
r
/
-
一
万
　
-
T
.
'

河
東
川
谷
下
輝
。
二
月
八
月
採
根
曝
乾
.
(
白
患
香
の
条
　
卵
)

(
青
木
香
の
条
　
岬
)
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1
,

I

一
舞
」
.
洛
芳
替
工
生
河
東
川
谷
可
揮
二
八
月
採

l

m
m
u

)オM7
lHuLHl

零
陵
香

一
昔
類
云
味
甘
平
元
毒
主
審
気
心
腹
痛
陶
骨
牌
_
1

I

 

l

l
l

一
香
和
諸
香
作
陽
丸
用
之
得
酒
良
一
某
両
r
I
相
野

I

 

I

l

.
1
董
方
也

桂
心
香

一

i

即

・

　

　

　

;

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

]

Jl

_

1

lllllllこ

去

:

サ

也

　

　

　

l

①
一
陶
」
臣
栗
似
栢
1
_
一
非
也
其
色
紫
色
或
謂
之
紫
桂

l

L
t
U
n
u

・
n
ノ

Q
ノ
7

は
u

こ

l

I

②
一
或
云
箇
桂
1
名
噛
薫
一
名
箇
香
1
名
薬
使
者
　
:
`
其

l

 

I

l

一
<
・
・
・
/
如
植
　
　
　
田
・
w
r
∴
v
^

rMi.

ll

一
」
ァ
"
A
&
塵
耳
w
^
z
w
.
&

名
林
蘭

二
名
牡
蘭
皮
似
桂
而
香
又
生
太
山

小:T:音frt

l
l

～
+
:
芸
w
j
i
^
j
彊
　
　
」

:

　

　

　

.

②

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

ウ

.

由
南
海
二
名
龍
眼
1
名
益
智
一
名
新
緑
一

l

l

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.

-

　

　

l

番
細
戸
-
-
・
-
-
-
!
1
-
-
-
-
・
・
:

一
-
蝣
蝣
-
>
蝣
吾
吋
_
津
南
睦
^
・
t
e
E
I
'
f
-
 
'
J
蛾
m
*
v
s
!
f
e
_

I
.
-
-
②

一
也
_
.
‖
玩
l
縄
;
'
.
:
;
'
;
h
:
」
'
?
.
-
-
j
_
 
-
-
-
^
_
i
?
勿
肯
5
^
1
^

た
ヽ
の
か
う
ふ
L
は
は
ま
ふ
て
と
い
ふ
物
の
や

)オ00
0

i
Z
I
一
月
u

本
革
云
。
依
有
相
違
重
入
之
②

①味
辛
温
無
毒
。
-
可
作
膏
薬
。
血

脂
潤
津
顔
色
。

一
名
択
芥
。
・

I
 
I
V
-
I
I
l
て
一
　
蝣
蝣
*
w
蝣

生
河
東
川
谷
下
揮
。
二
八
月
狩
根
曝
乾
。

.
H
H
H
H

桐
柏
草
云
O
味
甘
平
無
毒
o
嘉
(
蝣
Q
I
^
i
R
n
G

-
S
・
<
蝣
蝣
誓
)

令
鰭
香
o
・
和
諸
香
。
作
陽
丸
用
之
。
得
酒
良
.
-

(
零
陵
香
の
条
岬
)

)ナiZIHl

経
云
。
　
桂
菓
如
柏
葉
如
沢
黒
。
-
唐
本
経
云
。
菌
桂
菓
似

I
:
-
(
蝣
二
二
蝣
J
蝣
・
蝣
蝣
[
]
.
.
.

I
.
1
'
.
1
'
・
(
・
・
I

主
I
l
l

i
'
I
)

或
抄
云
。
或
謂

似
%
J
{
y
 
‥
-

之
盛
。
…
今
陶
云
.
i
'
蝣
;
:

!
蝣
'
¥
i

菓
似

色
。
或
謂
之
紫
桂
。
其
菓
如
柿
某
。
中
有
縦
文
三
通
云
。
或

云
菌
桂
.
1
名
菌
薫
.
1
名
菌
香
.
1
名
薬
使
者
。

i
'
i
;
i
三
.
"
!
'
'
-
i
i
;
'
.
'
蝣
蝣

1
1
蝣

-
'
・
蝣
・
i

谷
及
太
山
-
-
~
<
木
蘭
香
の
条
岬
)

卜
代
地
.
 
'
s
J

∴　hM'i

I'M!

木
蘭
。
1
名
林
蘭
.
1
名
牡
蘭
。
-

(
木
蘭
香
の
条
　
岬
)

穴
童
冠
味
辛
温
元
毒
。
-
去
口
臭
気
。
出
南
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iy-

薫
集
類
抄
の
同
文
一
覧
　
二
　
『
香
要
抄
』

凡
例

一
　
「
本
革
」
　
の
引
用
に
つ
い
て
は
総
じ
て
『
新
修
本
革
』
に
於
け
る
同
文
へ
　
類
文
所
出
箇
所
を
示
す
が
、
『
香
字
抄
』
『
香
要
抄
』
　
で
特

定
の
書
名
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
へ
　
参
考
の
た
め
そ
の
書
名
を
丸
括
弧
内
に
挙
げ
た
。

一
　
異
同
の
見
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
へ
　
本
文
の
右
側
に
算
用
数
字
で
通
し
番
号
を
示
し
へ
　
傍
線
を
引
い
た
。

1
　
同
文
中
へ
　
或
い
は
同
文
に
続
け
て
『
薫
集
類
抄
』
に
無
い
記
事
が
見
ら
れ
る
場
合
、
「
中
略
」
　
「
下
略
」
　
に
代
え
て
　
「
-
」
　
と
記
し
た
。

参
考
図
書

『
香
字
抄
』
　
　
続
群
書
類
従
本
　
(
巻
第
八
五
四
所
収
)

『
香
要
抄
』
　
　
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
本

『
置
類
本
革
』
　
四
庫
全
書
本
　
(
子
部
医
家
類
　
七
四
〇
1
〓

『
新
修
本
革
』
　
中
国
古
典
医
学
叢
刊
本

『
梁
書
』

四
庫
全
書
本
　
(
史
部
正
史
類
　
二
六
〇
1
1
八
)
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『
薫
集
類
抄
』
本
文

本

草

也

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

①
一
謹
類
云
置
水
中
則
沈
故
日
沈
香
次
不
沈
着
日

-
　
　
　
　
　
-
　
　
1
　
　
-
　
　
　
　
　
-
　
　
　
　
　
　
　
　
-

藩
香
一
似
難
骨
為
難
骨
香
似
馬
蹄
為
馬
蹄

l

_

_

_

1

_

-

.

l
l

②
一
香
枝
候
細
寛
為
青
桂
云
J
V
　
　
　
　
一

l

③
一
或
書
目
此
木
出
日
南
欲
取
昔
先
析
樹
著
地
積
外

ll

一
皮
自
朽
畑
其
心
至
堅
者
置
水
則
沈
名
沈
香
其

一
次
在
心
皮
之
間
不
甚
堅
之
置
水
不
沈
不
浮
輿
水

l

一
平
者
名
目
浅
香
其
最
小
敢
白
者
日
東
香
菓

ll

一
似
冬
青
樹
形
崇
疎

ち
む
の
か
う
ハ
し
き
ひ
と
つ
は
ハ
ち
す
の
か
す
二
ハ

き
く
の
は
な
の
か
す
る
ゑ
く
け
れ
と
よ
し
う

し
の
矢
の
か
す
る
い
と
あ
し
む
け
の
を
と
り
は

わ
ら
あ
く
た
の
か
す
ひ
と
つ
沈
に
も
か
た
ノ
＼

か
う
は
し
き
く
さ
き
か
た
あ
る
を
よ
く
と
り
ま

は
し
つ
1
火
に
た
き
て
み
て
よ
き
か
た
を
わ
り

を
れ
沈
の
わ
ろ
き
ハ
い
と
あ
し
き
な
り
く
ち

l
H
-
n
H
一

ア
I
"
H
は
_
一
J
は
P③
南
州
異
物
志
日
木
香
出
日
南
欲
取
営
先
所
懐
樹
著
地
積
又
外
自

・
朽
畑
甚
心
至
堅
者
置
水
則
沈
名
目
沈
香
輿
水
平
者
名
目
浅
香
其
最

・
小
敵
白
者
名
日
東
香

笠
法
真
登
羅
山
疏
日
沈
香
菓
似
冬
青
樹
形
崇
味
(
本
　
沈
香
　
卵
)

文
籍
之
中
説
沈
香
此
木
出
日
南
欲
取
嘗
先
研
樹
着
地
積
外
皮
自

朽
欄
其
心
至
聖
者
置
水
則
沈
名
之
日
沈
香
其
次
在
心
白
之
間
不

甚
堅
精
置
之
水
不
沈
不
浮
輿
水
平
者
名
目
浅
香
其
最
小
亀
自
者
日

東
香
也
菓
似
冬
青
樹
形
崇
疎
又
云
木
極
高
大
也

T
-
江
サ
・
*
　
>
i
*
>
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た
る
と
こ
ろ
な
と
ハ
た
け
す
て
1
つ
く
へ
し

沈
ハ
く
ろ
く
お
も
き
を
よ
き
に
す
又
く
ろ
く
お
も

け
れ
と
も
わ
ろ
き
あ
り
す
こ
し
た
き
て
心
み
る

へ
し
い
る
へ
き
か
す
に
い
ま
1
二
両
許
く
は
へ

て
つ
く
へ
し
か
は
の
や
う
な
る
も
の
又
む
し
の

す
の
や
う
に
て
ち
り
は
み
た
る
も
の
ま
し

り
た
る
を
よ
く
ゑ
り
て
か
た
な
し
て
こ
ま
か
に

わ
り
く
た
き
て
つ
く
へ
し
い
と
よ
き
は
し
る

め
き
い
ミ
あ
ひ
て
よ
く
も
つ
か
れ
す
さ
ら
は

わ
ろ
き
沈
を
す
こ
し
く
は
へ
て
つ
く
へ
し

か
な
う
す
に
ふ
た
を
お
ほ
ひ
て
や
を
ら
つ
く

へ
し
ふ
る
ふ
に
も
や
を
ら
ふ
る
ふ
へ
し
す
こ

し
っ
1
ふ
る
ひ
て
あ
ま
た
た
ひ
つ
く
へ
し
ま

つ
ふ
る
ひ
た
る
を
よ
き
に
す

l

一
造
沈
香
法

先
取
香
稲
米
斗
以
六
月
上
午
日
揮
洗
合
炊
大
女

菊
六
升
和
合
之
入
水
六
升
着
一
新
瓶
中
ロ
封

・
I
I
　
　
　
二
蝣
I
i

用
之

即
取
入
又
作
如
前
法
也
必
至
三
度
可
用
之
然
後

・
造
沈
香
法

イ

先
取
暴
米
1
斗
以
六
月
上
午
日
揮
洗
合
炊
大
女
菊

イ

六
升
和
合
之
入
水
六
升
着
l
新
瓶
中
ロ
封
閃
遇
三
池
取

・
蝣
蝣
'
'
'
蝣
'
.
 
'
"
蝣
'
蝣
蝣
'
∴
　
,
!
蝣
;
　
　
　
r
.
i
'
。

三
度
可
用
之
然
後
取
青
木
沈
削
去
泥
令
浮
随
多
少

着
其
酢
封
閑
瓶
口
土
中
不
可
令
知
人
毎
其
日
可
換
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一
取
青
桐
木
沈
削
去
泥
土
令
浮
随
多
少
着
其
酢

打
開
瓶
口
埋
土
中
不
可
令
知
毎
其
日
可
換
至

--

二
二
度
其
後
出
青
桐
曝
干
了
者
亦
別
取
新
瓶

lJ

一
随
木
多
少
蜂
蜜
掩
瓶
中
随
木
厚
薄
可
用
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蜜
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一
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土
封
閉
経
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七
日
取
出
曝
干
而
後

陣
木
厚
薄
蜜
中
掩
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七
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熱
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右
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損
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懐
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右
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と
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な
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な
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た
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な
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る
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く
み
し
る
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し
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ろ
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し
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り
き
ハ
み
て
ら
ふ
い
ろ
に

そ
あ
る
く
ろ
ミ
た
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え
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中
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収
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磨
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し
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茶
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贋
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収
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き
の
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の
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れ
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り
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る
ひ
て
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と
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あ
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く
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と
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あ
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し
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す
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茶
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と
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熟
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に
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な
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生
河
東
川
谷

下
揮
二
月
八
月
採
根
暴
乾
-
　
　
(
本
白
藍
香
の
条
」
(
=
>

)E
S

l

u

J

は

H

l①
重
定
本
草
第
九
云
零
陵
香
味
甘
平
無
毒
主
悪

気
鬼
心
腹
痛
満
下
気
冷
綾
香
和
諸
香
作
陽
丸
用
之

得
酒
良
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
本
零
陵
香
塑

②
図
経
日
-
両
両
相
対
茎
方
-
　
　
　
　
　
　
　
(
本
零
陵
香
。
。
)

)チ
i
Z
l
一
一
H
r①

経
云
桂
英
知
柏
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
本
桂
心
香
S
L
)

柏
イ

陶
云
小
柱
或
言
葉
小
者
陶
引
経
云
似
璃
莱
-
(
本
桂
心
香
g
A
)

ヽ

③
或
云
菌
桂
1
名
菌
薫
1
名
菌
香
1
名
薬
使
者
-
(
本
桂
心
香
即
)

④
又
云
菌
桂
菓
似
柿
菓
中
縦
文
三
道
-

I
'

林
イ

②
　
　
1
名
O
蘭
　
　
1
名
杜
蘭

①
本
草
云
其
味
苦
寒
元
毒
-

②
-
去
臭
気
皮
似
桂
而
香
-
又
生
太
山
-
(
以
上

(
本
桂
心
香
S
i
)

・

r

へ

　

卜

7

'

.

:

i
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一
H
l①
本
草
云
完
葺
売
味
辛
温
元
毒
-

去
口
臭
気
-

②
　
妄
龍
眼
　
妄
益
智
　
妄
荊
緑
(
以
上
　
末
董
尭
香
岬
)
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蝣

一
除
熱
消
食
一

一
本
草
云
其
味
苦
甘
温
元
毒
主
風
寒
温
捧

T
云
茅
有
人
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・
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ム
カ
ッ
ク
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Eili'

叩
日
以
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J

香
花
味
苦
温
無
毒
止
堰
吐
　
六
月
一

説
貨
之
彰
ヨ
山
之
御
多
生
此
旦

翠

忍
辱
草
芳
是
也
普
朝
雄

革
其
気
不
似
被
香
者
也

サ
ラ
シ
ホ
ス

一
三
八
九
月
採
根
曝
乾

I

Q

f

一

辛
n
H
は
_
H
l

鼻
イ

①
究
云
白
卑
沙
慕
薩
多

生
諸
毛
髪
有
毒
出
西
域

②
胞
衆
論
云
-
於
石
白
木
杵
捧
勿
令
犯
銭
用
也

ニ
ノ
.
 
'
・
;
蝣
蝣
:
:
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(す'. 'i 'I・¥lL子

(
沫
・
香
附
子

聖.@)<<

nUJHl

l
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n
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香

イ

　

　

　

　

　

　

ム

カ

ツ

ク

①
本
革
云
茅
者
花
味
苦
温
元
毒
-
止
噛
吐
⊥
ハ
月
採
(
末
茅
香
票
)

②
唐
人
説
悪
m
之
㍉
瞥
ヨ
山
之
最
多
生
此
草
所
謂
吉
祥
草
忍

辱
等
草
是
也
嘗
朝
雄
有
此
草
其
気
不
似
被
香
者
也
(
未
茅
香
a
)

主
イ
　
　
梶
イ

用
本
革
云
来
味
苦
甘
温
無
毒
O
風
寒
温
D
J
畢
・
・
除
熱
消
食
・
・
蝣
I
月
三
月

八
月
九
月
採
根
曝
乾
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I

薫
集
類
抄
の
同
文
一
覧
　
三
　
本
草
書

凡
例

一
　
「
本
草
」
　
の
引
用
に
つ
い
て
は
総
じ
て
『
新
修
本
草
』
に
於
け
る
同
文
へ
　
類
文
所
出
箇
所
を
示
す
が
'
『
香
字
抄
』
『
香
要
抄
』
で
特

定
の
書
名
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
へ
　
参
考
の
た
め
そ
の
書
名
を
丸
括
弧
内
に
挙
げ
た
。

一
異
同
の
見
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
へ
　
本
文
の
右
側
に
算
用
数
字
で
通
し
番
号
を
示
し
へ
　
傍
線
を
引
い
た
。

一
同
文
中
へ
　
或
い
は
同
文
に
続
け
て
『
薫
集
類
抄
』
に
無
い
記
事
が
見
ら
れ
る
場
合
へ
　
「
中
略
」
　
「
下
略
」
　
に
代
え
て
　
「
-
」
　
と
記
し
た
。

参
考
図
書

『
香
字
抄
』
　
　
続
群
書
類
従
本
　
(
巻
第
八
五
四
所
収
)

『
香
要
抄
』
　
　
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
本

『
置
類
本
草
』
　
四
庫
全
書
本
　
(
子
部
医
家
類
　
七
四
〇
-
一
)

『
新
修
本
草
』
　
中
国
古
典
医
学
叢
刊
本

if::;v,-.

四
庫
全
書
本
　
(
史
部
正
史
類
　
二
六
〇
-
1
人
)
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『
薫
集
類
抄
』
本
文
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①
一
護
類
云
置
水
中
則
沈
故
日
沈
香
次
不
沈
者
日

1

　

　

　

I

i

-

H

②
藩
香
一
似
解
骨
為
幾
骨
香
似
卸
為
馬
蹄

.

J

③
一
香
枝
候
細
貫
為
青
桂
云
さ

p
n
u

L
ロ
ノ
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O

I
"
l
U

l

 

I

l

一
或
書
目
此
木
出
日
南
欲
敢
嘗
先
研
樹
著
地
積
外

.
l

五
日
朽
燭
其
心
至
聖
者
置
水
則
沈
名
沈
香
其

-

一
次
在
心
皮
之
間
不
甚
堅
之
置
水
不
沈
不
浮
輿
水

I

す
者
名
田
浅
香
其
最
小
数
白
者
日
東
香
菓

一
似
冬
青
樹
形
崇
味

ち
む
の
か
う
ハ
し
き
ひ
と
つ
は
ハ
ち
す
の
か
す
二
ハ

き
く
の
は
な
の
か
す
る
ゑ
く
け
れ
と
よ
し
う

し
の
矢
の
か
す
る
い
と
あ
し
む
け
の
を
と
り
は

わ
ら
あ
く
た
の
か
す
ひ
と
つ
沈
に
も
か
た
く

か
う
は
し
き
く
さ
き
か
た
あ
る
を
よ
く
と
り
ま

は
し
つ
1
火
に
た
き
て
み
て
よ
き
か
た
を
わ
り

を
れ
沈
の
わ
ろ
き
ハ
い
と
あ
し
き
な
り
く
ち

本
草
書

)ア
l
H
は
u
は
H
l①
置
水
中
則
沈
故
名
目
沈
香
次
不
沈
者
日
浅
香
-/

b

　

　

　

7

(
『
置
類
本
草
』
沈
の
条
「
通
典
」
引
用
　
6
1
下
段
～
6
1
上
段
)

p
p

②
似
鶏
骨
為
鶏
骨
香
似
馬
蹄
者
為
馬
蹄
香
-
枝
候
細
寛
者
為
青
桂
-

伺
<

(
同
右
　
沈
の
条
「
海
薬
」
引
用
　
6
1
下
段
)

p
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た
る
と
こ
ろ
な
と
ハ
た
け
す
て
1
つ
く
へ
し

沈
ハ
く
ろ
く
お
も
き
を
よ
き
に
す
又
く
ろ
く
お
も

け
れ
と
も
わ
ろ
き
あ
り
す
こ
し
た
き
て
心
み
る

へ
し
い
る
へ
き
か
す
に
い
ま
1
二
両
許
く
は
へ

て
つ
く
へ
し
か
は
の
や
う
な
る
も
の
又
む
し
の

す
の
や
う
に
て
ち
り
は
み
た
る
も
の
ま
し

り
た
る
を
よ
く
ゑ
り
て
か
た
な
し
て
こ
ま
か
に

わ
り
く
た
き
て
つ
く
へ
し
い
と
よ
き
は
し
る

め
き
い
ミ
あ
ひ
て
よ
く
も
つ
か
れ
す
さ
ら
は

わ
ろ
き
沈
を
す
こ
し
く
は
へ
て
つ
く
へ
し

か
な
う
す
に
ふ
た
を
お
ほ
ひ
て
や
を
ら
つ
く

へ
し
ふ
る
ふ
に
も
や
を
ら
ふ
る
ふ
へ
し
す
こ

し
っ
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ふ
る
ひ
て
あ
ま
た
た
ひ
つ
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へ
し
ま

つ
ふ
る
ひ
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す
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-

-
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揮洗合炊入女

菊六升和合之
入水六升着1
新瓶中口封
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取
青
桐
木
沈
削
去
泥
土
令
浮
随
多
少
着
其
酢

封
閏
瓶
口
埋
土
中
不
可
令
知
毎
其
日
可
換
至

三
度
其
後
出
青
桐
曝
干
了
者
亦
別
取
新
瓶

随
木
多
少
蜂
蜜
掩
瓶
中
随
木
厚
薄
可
用

蜜
成
三
周
或
七
周
必
成
上
品
沈
香
也

)オ7
′
h
V

I
"
H
は
_
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一
生
師
口
侍
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蝣
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蝣
・
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∴
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楓
香
木
嘉
沈
香
一
両
白
檀
高
薗
香
高

梨
蓮
根
l
両
香
稽
米
酢
三
升
薯
汁
二
升
石

カ
ナ
ク
ソ
ノ
出
水
也

二
-
蝣
;
;
蝣
!
∴
;
I

右
1
瓶
浮
掩
楓
香
木
切
以
乍
七
種
其
入
之
口
封
閏

土
中
埋
之
百
日
以
来
流
水
五
升
煎
減
四
升
入
酢
少

し
U
h
u

L
ロ
ノ
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h
U

n
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ゝ又
道
入
一
瓶
以
土
封
閉
経
三
七
日
取
出
曝
干
而
後

陣
木
厚
薄
蜜
中
掩
之
若
日
取
出
曝
三
周
若
五

周
若
七
周
即
成
上
品
沈
香
也

三
七
日
聖
。
曝
干
聖
蜜
中
滝
錯
楓
香
木

二
十
!
一
∵
千
十
∵
十
十
一
二

埋
竃
下
欲
常
熟
也
経
一
計
歳
取
出
見
之
皆
悉
朽
損
如

塊
形
牌
被
即
取
入
水
令
噛
塩
気
如
此
敦
度
常
礁
水
令
告
塩

気
取
嘗
者
無
塩
気
即
止
欲
任
用
即
事
衛
若
乍
本

偉
掩
用
也
輿
大
豆
汁
平
升
法
而
和
合
云
也

右
二
方
唐
僧
長
秀
所
秘
蔵
也
以
方
造
進
公
宗
之

沈
香
其
香
甚
好
天
暦
十
1
年
三
月
廿
五
日
侍
承
之

耳

:
　
　
.
1
H
U
n
H
l
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事
増
冊
-
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核
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中
多
伎
雌
力
大
故
膏
煎
中
用
雄
若
欲
使
雄

・
>
"
j
.
.
:
十
　
十
、
＼
、
.
、
、
・
　
　
　
山

丁
子
法
以
歯
肇
伺
音
辛
物
是
為
上
不
然
者
,

古
者
也

-
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『
記
類
本
草
』
巻
十
二
　
丁
子
の
条
　
卯
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一
薫
J
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丁
子
乃
え
た
い
と
わ
る
し
お
は
き
に
て
し
と

や
か
な
る
を
よ
き
に
す
ふ
る
く
な
り
た
る
も
し

は
に
て
し
る
つ
か
ひ
た
る
は
か
ろ
く
て
口
に

く
ゝ
ミ
み
る
に
か
ら
く
て
い
と
か
う
は
し
花
と

い
ひ
て
ま
ろ
な
る
も
の
と
く
き
と
て
く
ろ
み

た
る
も
の
と
ハ
よ
き
な
り
し
ろ
ミ
て
も
の
ゝ

す
ち
の
や
う
な
る
物
ま
し
り
た
る
わ
ろ
し

え
り
す
つ
へ
き
な
り
こ
れ
も
や
を
ら
つ
き
て

ま
つ
ふ
る
は
れ
た
ら
む
を
よ
き
に
す
へ
し

よ
き
ハ
さ
ひ
た
る
や
う
に
そ
あ
る

だ
蝣
i
:
i

l
l一
内
典
云
栴
檀
白
謂
之
白
檀
一

l
l

白
檀
は
か
た
く
て
き
な
る
を
よ
き
に
す

わ
か
き
木
ハ
や
は
ら
か
に
て
か
ろ
く
そ
あ
る

う
は
か
は
少
し
け
つ
り
す
て
ヽ
つ
く
へ
し

憧
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巳
上
二
名
出

名
屡
香
一
名
白
乳
東
名
苑

り-'. '. ''--- '・'亙
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草
云
微
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風
水
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l
l

一
1
名
滴
乳
香
1
名
勝
香
一
名
白
乳
香
一
名
雲
華
一

②

薫
陸
香
微
温
療
風
水
毒
腫
去
悪
気
伏
戸

(
『
票
本
草
』
巻
十
二
@
W
陸
香
の
条
即
)

沈
香
薫
陸
香
鶏
舌
香
曹
香
魚
糖
香
楓
香
並
微
温
悉
療
風
水
毒
腫
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¥mi
く
ろ
く
は
に
た
る
.
も
の
お
は
か
り
よ
く
み
し
る
へ
し

わ
ろ
き
は
乳
頭
と
い
ひ
て
し
ろ
き
も
の
ま
し

り
た
る
よ
き
は
ひ
か
り
き
ハ
み
て
ら
ふ
い
ろ
に

そ
あ
る
く
ろ
ミ
た
る
も
の
や
い
L
や
な
と
ま
し

り
た
る
を
え
り
て
す
て
1
つ
く
へ
し

~;'-i,¥ir'-

J

遠
田
公
抱
衆
論
云
扉
香
多
有
偽
者
不
不
如
用

一
其
香
有
三
等
1
者
名
遣
香
是
亀
J
腰
間

一
満
タ
リ
草
色
1
日
於
石
上
用
蹄
尖
弾
線
ヲ
落

首
落
虞
1
黒
革
木
不
生
並
賂
貴
人
若

-I

一
得
此
香
債
輿
明
珠
同
也
二
名
磨
香
採
得
_

--

豆
ハ
堪
用
三
名
心
結
香
被
大
獣
驚
心
破
了

面
娘
狂
走
薙
諸
群
中
遂
乱
投
水
被
人
収

-llllJJJJllllllー

得
酎
根
見
心
-
流
在
膝
上
結
作
1
大
乾
血
塊
可
埠
一

山
澗
早
聞
之
香
是
香
中
之
次
也
凡
使
厨
香
並
　
　
,
 
-

子

ム

コ

ロ

ニ

丁

カ

ニ

細

欺

　

　

　

　

　

　

一

l

^

f

一

エ
ロ
ノ

17
」
*
l
l

涌
富
子
日
開
之
不
用
苦
納
研
用
云
-
　
一

さ
か
う
ハ
く
し
り
た
る
に
は
ひ
し
れ
た
る
や
う

な
る
ハ
わ
ろ
し
く
し
り
あ
つ
め
て
か
は
や
毛
な
と

③

去
悪
気
伏
戸
-
薫
陸
香
形
似
白
勝
田
天
竺
軍
p
/
二
国
-

(
『
新
修
本
草
』
沈
,
薫
陸
な
ど
六
種
の
香
の
条
　
'
ァ
)

雷
公
云
凡
有
偽
者
不
知
不
用
其
香
有
三
等
1
者
名

連
番
是
厨
子
頗
閃
満
其
磨
自
於
石
上
用
蹄
尖
弾

厨
落
虞
1
里
草
木
不
生
並
焦
黄
人
若
収
得
此
香
償
典
明

珠
同
也
二
名
麟
香
採
待
甚
堪
用
三
名
心
結
香
被
大
獣
驚

心
破
了
因
扱
狂
走
雑
諸
畢
中
速
乱
投
水
被
人
収
得
撃
破

見
心
流
在
畔
上
結
作
1
<
乾
血
塊
可
隔
山
澗
早
聞
之
香

是
香
中
之
次
也
凡
使
磨
香
並
用
子

自
閉
之
不
用
著
細
研
箭
用
之
也

l

(
『
置
類
本
草
』
巻
十
六
　
厨
香
の
条
　
P
p
)
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の
ま
し
り
た
る
を
よ
く
え
り
て
茶
碗
の
つ
き

な
と
に
い
れ
て
い
し
の
す
り
こ
き
な
く
ハ
や
な

き
の
き
の
か
れ
た
る
し
て
す
り
く
た
き
て
ふ

る
ひ
て
香
と
も
み
な
あ
は
せ
ふ
る
ひ
て
う
へ
に

か
き
ま
す
る
人
も
あ
り
さ
れ
と
も
こ
と
も
の
と
も

あ
ま
つ
ら
に
ひ
ち
く
り
て
す
こ
し
つ
き
て

の
ち
に
ち
い
さ
く
ひ
き
き
り
つ
1
ま
さ
な
き
た

と
も

と
ひ
な
れ
o
も
ち
ゐ
と
て
く
ふ
も
の
1
あ
れ
に

さ
す
や
う
に
さ
し
あ
つ
め
て
お
し
ま
ろ
か
し
て

の
ち
に
つ
き
あ
は
す
へ
し
い
た
く
つ
き
あ
ら
か

す
れ
は
か
う
す
と
い
ふ
香
な
き
さ
か
う
を
は

水
に
ひ
た
し
て
久
し
か
ら
す
し
て
く
ち
な

皮

は
の
か
は
を
も
ち
て
ま
き
つ
ゝ
み
て
き
よ
き

つ
ち
を
は
ら
ひ
て
さ
か
う
を
お
き
て
そ
の
う
へ
に

ち
い
さ
き
茶
碗
を
う
つ
ふ
せ
て
と
こ
ろ
ノ
＼
に

火
を
を
き
て
ひ
さ
し
か
ら
す
し
て
と
り
す
て
ゝ

す
な
は
ち
あ
た
ゝ
か
な
る
わ
た
に
つ
1
ミ
て
こ
れ
を

お
さ
む
れ
は
か
を
ま
す

ね
ち
け
た
れ
共
く
ろ
ほ
う
は
さ
か
う
い
れ
す
ゝ
め
る

い
と
い
と
よ
し
侍
従
は
よ
し
と
て
お
ほ
く
い
れ
た
る
い

し

r

n

u
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一
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U
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れ
た
る
ハ
・
な
か
く
あ
し

産
潜
香

一
本
草
云
微
温
其
樹
似
橘
央
煎
枝
葉
為
香

I

一
似
糖
而
黒
去
伏
戸
病
出
交
廉
以
南
又
出
晋

l

-
 
1
安
琴
州
真
淳
者
難
得
多
以
其
皮
及
拓
椎

II

一
兵
唯
軽
者
為
佳

I

せ
む
た
う
は
か
た
い
L
は
の
い
ろ
に
て
そ
の
し
ほ
の

か
は
の
や
う
に
て
う
す
ひ
ら
に
そ
あ
る
ま
つ

煎
し
と
り
て
つ
く
こ
の
香
は
な
ハ
た
か
き

か
た
し
此
香
の
な
か
に
あ
か
き
け
あ
る
は

か
う
は
し
い
ろ
く
ろ
き
ハ
劣
な
り

・.]!∴..
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-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

1

.

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

-

　

-

　

1

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

-

　

1

豪
商
者
有
賓
似
山
叢
不
堪
軟
之
有
青
一

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

一
欝
金
又
有
熟
欝
金
者
其
中
有
以
五
種
香
一

l

 

I

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

一
芳
造
之
又
只
以
一
種
造
之
　
　
　
　
　
一

l
l

こ
の
香
は
さ
ま
く
あ
り
熟
欝
金
と
い
ふ
ハ
む

ら
さ
き
の
り
の
く
ち
た
る
や
う
に
て
い
と
か
う
は
し

き
な
る
欝
金
は
ま
ろ
た
ち
て
す
ろ
の
み
の
い

ろ
な
り
青
欝
金
と
い
ふ
ハ
は
し
か
み
を
は
し

た
る
さ
ま
に
て
わ
り
た
れ
は
き
く
ち
は
の

):
s
47(

㈲
膚
糖
香
微
温
-
膚
糖
出
曹
安
琴
州
上
真
淳
者
難
得
多
以
其
皮
及
意

虫
-
唐
本
注
云
虐
糖
樹
似
橘
煎
枝
為
香
似
沙
糖
而
黒
出
交
康
以
南

-
生
育
安
　
　
(
『
置
類
本
草
』
巻
十
二
　
虐
糖
香
の
条
　
卵
)

沈
香
薫
陸
香
鶏
舌
香
曹
香
庵
糖
香
楓
香
並
微
温
悉
療
風
-
濠
糖
出

曹
安
寧
州
上
真
淳
沢
者
難
得
多
以
其
皮
及
柘
虫
矢
雑
之
唯
軽
者
為

す
佳
-
虐
糖
樹
似
橘
煎
枝
葉
為
香
似
糖
而
黒
田
交
虞
以
南
-

(
『
新
修
本
草
』
虐
糖
香
の
条
　
岬
2
)

の
唐
本
注
云
-
嶺
南
者
有
賓
似
小
豆
赦
不
堪
用
-
・

(
『
置
類
本
草
』
巻
九
　
欝
金
の
条
　
岬
)
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ふ
か
く
つ
し
み
た
る
や
う
に
そ
あ
る

・?r:--cî
i:i

①
一
詮
類
云
梁
書
云
中
天
竺
園
田
蘇
合
香
是
諸
香

一
汁
煎
之
非
自
然
物
也

②
支
云
此
香
従
西
域
及
島
脊
来
紫
赤
色
重
安

l
l

一
如
焼
之
灰
自
者
好
云
節
子
矢
者
此
是
胡
人
誰
一

I

 

l

-

　

　

　

I

 

I

一
言
一
拾
遺
云
獅
子
矢
赤
黒
色
焼
之
去
鬼
気
蘇
合

1　　　　　1

I
.
-
.
.
I
 
I

③
一
色
黄
白
二
物
相
似
而
不
同
是
西
国
草
木
皮
汁
一

:

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.

.

.

.

.

;

面
鳥
胡
人
格
束
欲
貴
之
併
其
名
耳
云
々
一
骨
一

J

_

I

_

.

.

1

_

_

_

I

_

I

_

_

_

I

-

I

-

_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

I

.

I

.

.

.

.

.

I

.

.

I

_

_

.

.

I

.

.

I

④
一
疑
云
似
玉
費
丸
年
久
者
此
色
有
赤
泳
胡
人

ーーtl膚
甘
松

法
不
言
其
術
也
云
々

)Ln
ノ

57
一
t
l

回
①

②③

.
 
1
其
鉢
種
J
～
也
或
如

1
l

或
・

v
<
本
刈安
草
又
如
青
筋
又
苗
豆
一
l

戎
本
無
此
字
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
-

出
和
心
腹膿
脹
清
令
人
身
香
叢
生
菓
細
田
姑
戚
一
変

香
方

l

一
本
草
云
味
甘
温
元
毒
主
悪
気
李

l

一

・

i

:

f

'

.

.

%

」

蝣

'

こ
の
か
う
は
ね
を
ゑ
り
す
て
て
つ
ち
な
と
ま
し
り

た
る
を
ハ
と
り
す
て
1
や
を
ら
つ
く
へ
し
あ
か
み

て
す
き
た
る
ハ
わ
か
く
さ
は
し
ろ
く
て
か
は

)オ′07
l
H
は
一
u
l

p
n
u

-
i
>

一
は
H
l①
梁
書
云
天
竺
出
蘇
合
香
是
諸
香
汁
煎
之
非
自
然
1
物
也

(
『
置
類
本
草
』
巻
十
二
　
蘇
合
香
の
条
　
卵
)

②
唐
本
注
云
此
香
従
西
域
及
島
喬
来
紫
赤
色
-
重
如
石
焼
之
灰
白
者

好
云
是
獅
子
尿
此
是
胡
人
誰
言
-

(
『
置
類
本
草
』
巻
十
二
　
蘇
合
香
の
条
　
呼

蘇
経
云
此
香
従
西
域
及
島
蕎
来
紫
色
-
堅
宴
-
如
石
焼
之
灰
白
者

好
-
　
　
　
　
(
『
詮
類
本
革
』
巻
十
二
　
沈
香
の
条
　
郎
)

③
陳
蔵
器
云
按
獅
子
尿
赤
黒
色
焼
之
去
鬼
気
-
蘇
合
香
色
黄
色
二
物

相
似
而
不
同
人
云
獅
子
尿
是
西
国
革
木
皮
汁
所
鳥
胡
人
格
爽
欲
人

貴
之
餅
英
名
爾
　
(
『
置
類
本
草
』
巻
十
二
　
蘇
合
香
の
条
　
a
h
)

llnu
コ
i
"
H
t
は
H
l②
甘
松
香
味
甘
温
無
毒
主
悪
気
卒
心
腹
脹
満
-
叢
生
菓
細
-
出
姑
戚

(
『
置
類
本
草
』
巻
九
　
甘
松
の
条
　
岬
)

)サiZl一Hl①
薬
性
論
云
-
令
人
身
香
-
(
『
謹
類
本
草
』
巻
十
二
　
鶏
舌
香
の
条
　
即
)

外
董
秘
要
療
雷
方
孟

舌
香
汁
含
之
差
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ll

-
1
核
此
雌

--

一
成
香
出

-

令其樹

:

樹
菓
似
栗
花
如
梅
花
子
似
束

人

l

!.[....鞭iT'y-酉五、.1:き・tJ一

也
雄
樹
者
花
不
賓
採
花
醸
之
以

島
脊
及
交
愛
以
南

こ
の
か
う
は
丁
子
の
ふ
し
な
り
か
ら
あ
は
と
い

ふ
も
の
1
や
う
な
り

音!¥'r.
・
方
草
木
物
状

可
以
着
衣
服
中
一
長
秀

早
日

過

l
.
I
 
I
 
I

用
　
①
一
軍
l

-

I

-

-

②
百
一

-

I

-

_

③
すす

・
一
採
之

日

六
月
採
曝
日
八
之月

及
芥
揺....j
芳

ー

酒
干
納

乍
露
千

二
朝
大
帝
寮
使
風

安
息
哀
草
云
其
味
宰
菅
平
元
毒
主
心
腹
悪
気
一

)

　

l

.

_

I

_

l

l

_

_

_

_

_

_

_

・

.

_

I

_

l

l

-

_

l

l

_

_

_

_

I

_

_
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.

.

I

.

_

_
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一
瞥
疑
云
安
息
香
堅
於
石
蜜
者
今
案
有
云
一

l1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

首
香
者
是
今
安
息
香
督

此
香
は
た
き
も
の
ゝ
か
れ
は
み
て
か
ら
の
や
う

に
そ
あ
り

蝣
=
M
i
i
L
昔

(
『
置
類
本
革
』
巻
十
二
　
鶏
舌
香
の
条
　
即
)

②
鶏
舌
香
樹
菓
及
皮
並
似
栗
花
如
梅
花
子
似
束
核
此
雌
樹
也
-
雄
樹

着
花
不
安
核
花
醸
云
以
成
香
出
島
蕎
及
交
愛
以
南
-

(
『
新
修
本
革
』
沈
香
の
条
　
鶏
舌
香
　
O
'
-
>

園
経
云
-
虞
志
云
-
鶏
舌
香
出
島
脊
及
交
愛
樹
以
南
枝
葉
及
皮
並

似
栗
花
如
梅
花
子
似
嚢
核
此
雄
者
也
-
雄
者
著
花
不
貫
採
花
醸
之

以
成
香
-
・
　
(
『
置
類
本
草
』
巻
十
二
　
鶏
舌
香
の
条
　
卵
)

唐
本
注
云
鶏
舌
樹
菓
及
皮
並
似
栗
花
如
梅
花
子
似
東
核
此
雄
樹
也

-
雄
樹
雌
花
不
安
採
花
醸
之
以
成
香
出
島
襟
及
交
愛
-

(
『
置
類
本
草
』
巻
十
二
　
鶏
舌
香
の
条
　
卵
)

用
※
①
『
南
方
草
木
状
』
に
無
し
.
『
香
要
抄
』
等
の
引
用
に
在
り
.

E
i
i
Z
l
ス
n

u

は

H

P①
安
息
香
味
辛
苦
平
無
毒
主
心
腹
悪
気
-

(
『
詮
類
本
草
』
巻
十
三
　
安
息
香
の
条
　
卵
)

安
息
香
味
辛
苦
平
無
毒
主
心
腹
悪
気

(
『
新
修
本
草
』
安
息
香
の
条
　
岬
)
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金
　
翼
　
方
　
　
沈
　
香
　
　
首
　
葎
　
香
　
各
五
両
　
　
丁
　
香
　
　
甘
　
松
　
香

嚢
.
杏
　
　
青
　
木
　
香
　
　
萄
納

鶏
　
舌
　
香
　
　
雀
　
悩
　
香
　
各
　
1
　
両

方
酌

射

S
Z
M
S
　
日

長
　
朝
　
臣
　
説

香
　
半
両

秦

ハ
　
非
　
ス

白
　
檀
　
香
　
三
両
　
零
　
陵
　
香
　
十
両

l
l

又
　
古
　
老
　
ノ
　
尼
　
君
　
ノ
　
秘
　
事
　
ト
　
テ
　
申

ヽノ

衣
　
被
　
香
　
ハ
　
廓
　
香
　
半
分

沈
香
I
l
l

I
I
分
白
檀
三
分
1
何
モ
最
上
晶
ヲ
取
合
テ
少
シ
ナ
マ
セ
ン
シ
ナ

ル
甘
葛
ニ
テ
合
云
々
此
分
二
横
榔
子
ヲ
少
シ
粉
ヲ
入
云
々
冷
キ
匂
ノ

増
　
也
　
云
々
最
　
少
　
分
　
可
　
加
　
云
々
　
響
　
ハ
　
当
　
時
　
三
　
草
　
ト
　
云
　
薫
　
ノ

同
　
類
　
也

(
　
S
　
　
頁
　
)

野
　
分

し
　
1
　
う
　
の
　
か
　
に
　
こ
　
と
　
に
　
匂
　
ふ
　
か
　
う
　
の
　
か
　
ほ
　
り
　
も

1
2

侍
　
従
　
薫
　
物
　
1
　
方
　
　
か
　
う
　
の
　
か
　
は
　
り
　
は
　
蔚
　
香
　
の
　
事
　
也

(
　
2
5
　
頁
　
)
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御
　
幸

か
　
ら
　
の
　
た
　
き
　
も
　
の
　
心
　
こ
　
と
　
に
　
か
　
ほ
　
り
　
ふ
　
か
　
く

1
3

薫
　
物
　
方
　
自
　
唐
　
土
　
御
　
故
　
此
　
欺
　
又
　
唐
　
に
　
て
　
合
　
た
　
る
　
薬
　
も

有
　
之
　
見
　
梅
　
枝
　
巻

(
　
3
 
9
　
頁
　
)

梅
　
枝

か
　
な
　
う
　
す
　
の
　
を
　
と

1　4鉄
　
臼

!

蝣

!

蝣

香
　
細
　
掃
　
着
　
和
　
供
　
入
　
鉄
　
自
　
損
　
五
　
百
　
杵
　
云
　
々

茅
　
山
　
太
　
平
　
観
　
記

そ
　
む
　
王
　
の
　
御
　
い
　
ま
　
し
　
め
　
の
　
ふ
　
た
　
つ
　
の
　
ほ
　
う
　
を
　
い
　
か
　
て
　
か
　
御
　
み
　
ゝ
　
に
　
は

つ
　
た
　
へ
　
給
　
け
　
ん

(
　
　
中

略
　
　
)

15

合
　
香
　
秘
　
方
　
日
　
烏
　
方

沈
　
大
　
四
　
両
　
　
丁
　
子
　
二
両
　
　
白
　
檀
　
大
　
l
　
分
　
　
丁
　
香
　
大
　
1
　
両

厨
　
香
　
大
一
分
　
　
薫
　
陸
　
大
一
分

1
　
6

拾
　
遺
　
方

沈
　
大
　
四
　
両
　
　
丁
　
子
　
大
　
二
　
両
　
　
甲
　
香
　
大
　
1
　
両
　
　
甘
　
松
　
1
　
両

・
'
(
'
'
1
　
両
　
∴
二

蜜
　
和
　
研
　
合
　
鴇
　
三
　
千
　
坪
　
胞
　
甲
　
香
　
以
　
和
　
蜜
　
塗
　
之
　
令
　
黒
　
黄

不
　
得
　
過
　
黒
　
此
　
両
　
種
　
方
　
不
　
侍
　
男
　
耳
　
是
　
承
　
和
　
仰
　
事
　
也
　
延

喜
　
六
　
年
　
二
　
月
　
三
　
日
　
故
　
典
　
侍
　
滋
　
野
　
直
　
子
　
朝
　
臣
　
献
　
方
　
也

或
　
大
　
二
　
分

加
　
之
　
云
　
々
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八
　
条
　
の
　
式
　
部
　
卿
　
の
　
御
　
ほ
　
う
　
を
　
つ
　
た
　
へ
　
て

1　7

本
　
康
　
親
　
王

1
　
品
　
式
　
部
　
卿
　
　
号
　
八
　
粂
　
宮
　
　
仁
　
明
　
天
　
皇
　
第
　
七
　
御
　
子

!
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‥
'
:
蝣
　
サ
ー
t
i
　
　
嶋

1　8黒
　
方

沈
　
四
　
両
　
　
丁
　
子
　
二
　
両
　
　
甲
　
1
　
両
　
　
薫
　
二
　
両
　
　
琴
　
金
　
二
　
両

1
　
9

亦
　
侍
　
従

沈
　
四
　
両
　
　
丁
　
子
　
二
　
両
　
　
甲
　
1
　
両
　
　
磨
　
二
　
分
　
　
薫
　
陸
　
二
　
分

甘
　
松
　
二
　
分
　
　
　
　
　
　
件
　
二
　
方
　
故
　
八
　
条
　
宮
　
方
　
云
々

こ
　
の
　
夕
　
く
　
れ
　
の
　
し
　
め
　
り
　
に
　
こ
　
ゝ
　
ろ
　
み
　
む
　
と
　
き
　
こ
　
え
　
給
　
へ
　
れ
　
は

<

M

O

W

薫
　
物
　
は
　
し
　
め
　
り
　
に
　
に
　
は
　
ひ
　
ま
　
さ
　
る
　
物
　
也
　
云
々
　
仇
　
或
　
は
　
水
　
辺
　
に
　
う
　
つ
　
み

或
　
花
　
木
　
花
　
の
　
下
　
の
　
土
　
に
　
埋
　
此
　
故
　
也

わ
　
か
　
御
　
ふ
　
た
　
く
　
さ
　
は
　
い
　
ま
　
そ
　
と
　
う
　
て
　
さ
　
せ
　
給
　
右
　
近
　
陣
　
の

ほ
　
と
　
り
　
に
　
な
　
そ
　
ら
　
へ
　
て
　
酉
　
の
　
わ
　
た
　
と
　
の
　
1
　
し
　
た
　
よ
　
り
　
い

か
　
う
　
1
　
つ
　
ま
　
せ
　
給
　
へ
　
る
　
を

御
　
　
清
　
　
水

み
　
か
　
は
　
水
　
の

つ
　
る
　
み
　
き
　
は
　
ち

(
　
　
中

略
　
　
)

22

承
　
和
　
御
　
時
　
右
　
近
　
陣
　
の
　
御
　
津
　
の
　
辺
　
地
　
に
　
う
　
つ
　
ま
　
る
　
後
　
代
　
相
　
伝
　
し

て
　
其
　
所
　
を
　
た
　
か
　
へ
　
す
　
云
々

2
3
埋
　
乗
　
物
　
日
　
数
　
事

c

<

i

^

r

w

ォ

d

長
　
寧
　
公
　
主
　
三
　
日
　
挑
　
家
　
七
　
日
　
極
　
要
　
方
　
盛
　
白
　
嚢
　
中

地
　
ヲ
掘
　
事
　
三
　
尺
　
以
　
上
　
用
　
水
　
辺
　
地
　
得
　
朝
　
陽
　
埋
　
之
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公
　
忠
　
朝
　
臣
　
方
　
云
　
黒
　
方
　
侍
　
従
　
春
　
秋
　
者
　
五
　
日
　
夏
　
三
　
日
　
冬

2
8

七
　
日
　
埋
　
樹
　
下
　
云
　
々
　
致
　
忠
　
朝
　
臣
　
日
　
合
　
香
　
之
　
後
　
物
　
に
　
入

2
9

て
　
花
　
木
　
の
　
下
　
の
　
土
　
の
　
中
　
の
　
高
　
所
　
に
　
埋
　
之
　
知
　
章
　
朝
　
臣

日
　
埋
　
五
　
葉
　
松
　
下
　
春
　
秋
　
七
　
日
　
夏
　
五
　
日
　
冬
　
十
　
日

た
　
い
　
の
　
う
　
へ
　
の
　
御
　
は
　
三
　
く
　
さ
　
あ
　
る
　
中
　
に
　
は
　
い
　
花
　
の
　
は
　
な
　
や
　
か
　
に
　
い
　
ま

め
　
か
　
し
　
く
　
か
　
す
　
く
　
に
　
も
　
た
　
ち
　
い
　
て
　
す
　
や
　
と
　
け
　
ふ
　
り
　
を
　
さ
　
へ
　
息
　
ひ
　
き
　
え

給
　
へ
　
る
　
御
　
心
　
に
　
て
　
た
　
1
　
荷
葉
　
を
一
く
　
さ
　
あ
　
は
　
せ
　
給
　
へ
　
り

(
　
　
中
　
　
　
　
　
　
略
　
　
)

す
　
こ
　
し
.
は
　
や
　
き
　
心
　
し
　
ら
　
ひ
　
を
　
そ
　
へ
　
て
　
め
　
つ
　
ら
　
し
　
き
　
か
　
ほ
　
り
　
く
　
は
　
1
　
れ
　
り

3
　
0

梅
　
花
　
方

沈
　
香
　
八
両
　
二
　
分

占
　
唐
　
1
　
分
　
三
　
朱
　
甲
　
香
　
三
　
両
　
1
　
分
　
甘
　
松
　
1
　
分

白
　
檀
　
二
　
分
　
三
　
朱
　
　
丁
　
子
　
二
　
両
　
二
　
分
　
厨
　
香
　
二
　
分
　
薫
　
陸
　
1
　
分

巳
　
上
　
小
　
十
　
五
　
両
　
三
　
分

(
　
　
中

略
　
　
)

心
　
し
　
ら

31

ひ
　
を
　
そ
　
へ
　
て
　
か
　
は
　
り
　
く
　
は
よ
　
れ
　
り
　
と
　
は
　
寛
　
教
　
僧
　
都
　
説
　
云
　
春
　
は

丁
　
子
　
加
　
増
　
あ
　
る
　
へ
　
し
　
と
　
見
　
た
　
れ
　
は
　
か
　
様
　
の
　
香
　
を
　
の
　
こ
　
さ
　
れ
　
た
　
る
　
欺

3
　
2

荷
　
薬
　
方甘

・
松
一
分
　
　
沈
　
七
　
両
　
二
　
分
　
　
甲
　
二
　
両
　
二
　
分
　
　
白
　
檀
　
二
　
朱

熟
　
金
　
二
　
分

代
　
磨

萱
　
香
　
E
S
朱

或

一

分

四
　
朱

丁
　
子
　
二
　
両
　
二
　
分

或
　
三

朱

或
　
安
　
息
　
香
一

分
　
丁
　
説
　
三
　
両
　
三
　
分
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巳
　
上

天
　
慶
　
六
　
年
　
二
　
月
　
廿
　
1
　
日
　
甲
　
午
　
公
　
忠
　
朝
　
臣
　
所
献
　
云
々

_

l

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

-

-

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

-

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

-

-

I

と
　
き
　
く
　
に
　
よ
　
れ
　
る
　
旬
　
の
　
さ
　
た
　
ま
　
れ
　
る
　
に
　
け
　
た
　
れ
　
ん
　
も
　
あ
　
や
　
な
　
し

3
3
合
香
は
　
四
季
に
　
か
　
た
　
と
　
る
方
あ
　
か
也

c
o
 
c
o
　
　
<

春
　
は
　
梅
　
花
　
方

M

夏
　
は
　
荷
　
菓
　
方

栄に花

た
　
く
　
へ

散
　
里

上

御ん夏

方
　
の

さ
　
ら

御
　
方

す
　
く
　
れ
　
た
　
る
　
と
　
み
　
た
　
り
　
仇
　
こ
　
の
　
比
　
の
　
風

に
　
こ
　
れ
　
ま
　
さ
　
る
　
に
　
ほ
　
ひ
　
あ
　
ら
　
し
　
と
　
あ
　
り

合
　
之

c

o

 

c

o

 

O

 

c

O

 

C

O

 

Q

秋
　
は
　
菊
　
花
　
方
　
　
　
　
又
　
侍
　
従

w

 

f

c

冬
　
は
　
落
　
葉
　
方
　
　
　
　
又
　
黒
　
方

3
4

寛
　
教
　
大
　
僧
　
都
　
記
　
日
　
春
　
之
　
丁
　
子
　
夏
　
秋
　
之
　
沈
　
冬
　
之

薫
　
陸
　
随
　
季
　
三
　
朱
　
許
　
可
　
加
　
欺
　
　
合
　
香
　
古
　
方

幕

衣

昏

く
　
の
　
え
　
か
　
う
　
の
　
ほ
　
う
　
の
　
す
　
く
　
れ
　
た
　
る
　
は
　
さ
　
き
　
の
　
朱
　
雀
　
院
　
の
　
を
　
う

つ
　
さ
　
せ
　
給
　
ひ
　
て
　
公
忠
朝
臣
　
の
　
こ
　
と
　
に
　
え
　
ら
　
ひ
　
っ
　
か
　
ふ
　
ま
　
つ
　
ら
　
れ

百

し
一
日
　
ふ
　
の
　
ほ
　
う
　
な
　
と
　
お
　
も
　
ひ
　
え
　
て

3
5

お
　
も
　
ひ
　
え
　
て
　
と
　
は
　
今
　
の
　
薫
　
衣
　
香
　
百
　
歩
　
方
　
な
　
と
　
に
　
か
　
よ

ひ
　
て
　
思
　
よ
　
そ
　
へ
　
ら
　
る
　
ゝ
　
と
　
い
　
ふ
　
也

3
6

千
　
金
　
翼
　
方
　
日
　
薫
　
衣
　
香

薫
　
陸
　
香
　
八
　
両
　
　
蓉
　
香

覧
　
探
　
各
三
両
甲
　
香
　
二
両

小舟./蝣

3
　
7

薫
　
衣
　
香
　
方

青
　
桂
　
皮
　
五
両
　
料
　
理
　
暑
　
之
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沈
　
三
　
両
　
甲
一
両
二
分
　
　
檀
　
二
　
分
　
　
青
　
木
　
香
　
二
　
分
　
　
丁
　
子
　
1
　
両

占
一
分
　
二
　
朱
　
　
　
　
　
磨
　
　
　
　
　
　
以
　
上
　
大

凡
　
香
　
附
　
千
　
代
　
以
　
鶏
　
舌
　
香
　
若
　
華
抜
萄
納
　
香
　
代
青
　
木
　
香
厨
　
代

白
　
檀

件
　
方
　
故
　
式
　
部
　
卿
　
親
　
王
　
上

38

亦

　

方

　

此

方

一

名

丁
　
子
　
蓉
　
香

t
-
;
u
　
　
亙

言
　
山
'
C
'

零
　
陵
　
　
青
　
木

甘
　
松
　
各
三
両

桂
　
心
　
　
演
　
邦
　
子
　
各
一
両
　
　
蔚
　
香
　
l
　
分

右

十

物

細

揚

飾

為

粉

以

蜜

和

壕

一

千

坪

然

後

出

之
　
丸
　
知
　
嚢
　
核
　
口
　
含
　
咽
　
什
宝
　
l
　
夜
　
三
　
日
　
別
　
含
　
十
　
二
　
丸

首
　
日
自
覚
　
口
　
香
　
五
　
閃
自
覚
膿
香
十
　
日
　
衣
被
亦
香
　
廿

日
　
逆
　
風
　
行
　
他
　
人
　
聞
　
香
　
廿
　
五
　
日
　
洗
　
手
　
面
　
水
　
落
　
落
　
地
　
香
一
月

以
　
後
　
抱
　
児
　
々
　
亦
　
香
　
唯
　
忌
　
蒜
　
及
　
五
　
辛
　
等
　
耳
　
但
　
ロ
メ
香
　
鮭

潔
　
而
　
巳
　
蓋
　
亦

治

　

万

　

病

　

一

方

有

香

附

子

一

両

3
9

承
　
和
　
百
　
歩
　
香
　
方

甲
　
香
　
小
　
八
　
両

零
　
陵
　
香
　
小
　
八
　
両

白
　
豚
　
小
　
二
　
両
　
二
　
分

蘇
　
合
　
小
一
斤
　
　
占
　
唐
　
小
一
斤

白
　
檀
　
小
　
八
　
両

萱
　
香
　
小
四
両
　
　
甘
　
松
　
花
　
小
四
両
　
　
乳
　
頭
　
香
　
小
五
　
両

磨
　
香
　
小
　
四
　
両
　
　
留
　
金
　
小
　
二
　
両
　
二
　
分

右
　
十
　
1
　
種
鴇
蜜
　
和
　
之
　
於
　
楽
　
器
　
盛
　
埋
　
経
　
三
　
七
　
日
　
取
　
焼
　
百
　
歩
　
之

外
　
聞
　
香
　
件
　
方
　
出
　
自
　
四
　
条
　
大
　
納
　
言
　
家
　
大
　
江
　
千
　
古
　
所
　
上
　
耳
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た
　
つ
　
の
　
方

(
　
中
　
略
　
)

行
　
阿
　
云
　
八
　
条
　
式
　
部
　
卿
　
宮
　
の
　
両
　
種
　
の
　
方
　
に
　
小
一
条
　
院
　
に

伝
　
申
　
さ
　
る
　
ゝ
　
梅
　
花
　
黒
　
方
　
合
　
す
　
る
　
日
　
記

汰

梶1_ヽ~ノ二
両
　
二

朱
　
共

(
　
中
　
略
　
)

花
　
方

両
　
二
　
分

両
　
二
　
分
　
共

丁
　
子

三
　
両
　
三
　
分

二
　
分

甲

香

三

両

　

白

檀

薫
　
陸

一
分

六
　
種
　
共

蔚
香
。
分
川
昔
帰
㌫
共
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「ォ した※

日た顔Anノ
る廿

塞Lm仁.＼ノ四内戟蔵 ゝ侍き梅又先

敬に初明条条蔵皇人 A
fノ従物A

花冒行

大名合帝式大頭后所 くの
秦

歩す にちあは者I

曽
Hー
′1

節高蘇是部鍋兼官小 ゆ薫方
方

方る 着そらしの日

都育名和也卿言戻九女舎 ら物性 たひふき徳
甲申

Lhソ

0

人

数

御

門

官公

任

朝

臣

>・

4o

人

大

、
一、刀

方荷又釈 るて求のロ-w
.

依
し

て

也ち
莱

C

菊

花

書

に

衣ゆ又み此レ
原

中

朱

雀

同

孫右大

大

臣
和

常

装
く土に釈

勅(

『 〈

中

略

)

A

B

春

梅

花

夏

荷

菓

立

秋

侍

従

冬

玄

方

D

F

(

『

紫

明

抄

』

初

音

巻

夏

方

侍

が

秋

方

黒

方
F

方

秋

方

也

又

薫

衣

香

〈
『

紫

明

抄

』

梅

枝

巻

は

落

葉

に

つ

い

て

の

引

用

、
.め人にあ於公

原

最

秘

抄

院

白

子

左

大

大

排

宰

江

千

里

典

侍

乾

生

寛

う

は

し

の

前

か

お

ち

た

ら

す

万

二
焼

レ
之

忠

朝

臣

中

最

秘

の河秤目-Kt-
野敬 廿

Anノる柄匂
所

一
抄

院保公直大 日は,刀をL
-
A』

「

薫

物

A

忠忠子

朝

臣

僧

都

に

風

に

し

二

十

う

は

し

治

す

こ

哉

天

慶

ロ

献

上

絵

合

巻
口

高

向
五身れ

六
也

冬i
て

日鉢を
午

云
ri65

名

人

一
LU33

方42州

し
行

にのの
二々365

貢

)

貢

)

に
辛、力め

月貢

)
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(
　
『
　
原
　
中
　
最
　
秘
抄
　
』
　
絵
　
合
　
巻
　
服
.
紙
　
貢
　
)

・

公

忠

朝

臣

大

蔵

卿

国

紀

子

　

光

孝

天

皇

御

子

也

　

延

喜

十

】

年
　
三
　
月
　
昇
　
殿
　
十
　
八
　
年
　
正
　
月
　
　
　
　
　
　
助
　
三
　
月
　
蔵
　
人
　
升
　
二
　
廿

1

　

年

修

理

亮

延

長

二

年

正

月

五

位

三

年

十

月

内

蔵

□

助

六
　
年
　
正
　
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
年
　
正
　
月
　
右
　
少
　
弁
　
四
　
十
　
1
　
承
　
平

=

孟

-

□

右

中

弁

　

号

滋

井

弁

高

名

薫

物

合

也

(
　
『
　
紫
　
明
　
抄
　
』
　
梅
　
枝
　
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
貫
　
)

類
集
雑
要
抄
(
川
本
雇
雄
、
小
泉
和
子
編
『
類
集
雑
要
抄
指
図
巻
』
。
s

l
-
<
頁
)

蘇
　
合
　
香

自
　
腸
　
香

甘
　
松
　
香

味
　
甘
　
温
　
無

師
　
子
　
矢
　
云

味
　
甘
　
平
　
温

1
　
名
　
鹿
　
角

・

:

・

　

'

　

.

:

.

i

熟
　
響
　
金

覆
糖

治
　
万
　
病
　
不
　
近

五
　
香
　
湯
　
入
　
之

∴
∵

其
　
樹
　
似
　
橘
　
真

贋
　
以
　
南
　
　
真

療
　
風
　
水
　
毒
　
腫

出
　
破
　
律
　
国

鬼

義々無&香由
T

・
T
.
～

S
i
B
B
i
B
I

此
　
香
　
従
　
畠

毒
　
　
或
　
辛
　
苦

羅

樹

汁

云

　

々

殺
　
鬼
　
精
　
物
　
　
忌
　
轟
　
通
　
神
　
明
　
　
久
　
服
　
軽
　
身
　
延
　
年
　
是

脊
来
　
　
又
　
出
太
秦
　
国
　
　
合
諸
香
煎
　
　
其
汁
謂
蘇
合
　
云
々

主
　
腰
痛
労
　
二
歳
痩
神
養
気
　
　
久
　
服
　
レ
　
ハ
身
軽
延
年

又
　
楓
　
木
　
脂
　
也
　
　
真
　
非
　
作
　
物
　
欺

同
　
前

白
　
檀
　
香

薫
　
陸
　
香

薫
　
衣
　
香
　
入
　
之

如
　
前

無
　
毒
　
　
主
　
悪
　
々
　
淋
　
　
其
　
形

也
　
　
難
　
知
　
真
　
　
熟
　
参
　
金
　
色

煎
　
枝
　
葉
　
為
　
香
　
　
似
　
糖
　
而
　
黒

者

難

得

云

々

似
　
董
　
黄
　
也

紫
　
云
　
々

生
　
西
　
戎
　
　
又
　
馬
　
薬
　
用
　
故
　
云
　
馬
　
木
　
之

去
　
邪
　
鬼
　
病
　
　
出
　
交

給
　
電
　
乱
　
心
　
痛
　
　
利
　
小
　
便
　
　
養
　
気
　
力
　
　
其
　
類
　
多
　
々
　
也
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香
　
附
　
子

生
　
諸
　
毛
　
髪
　
者
　
也

用
　
也

凡
　
採
　
得
　
後
　
張
　
干
　
　
於
　
石
　
臼
　
木
　
杵
　
掃
　
之
　
　
勿
　
令
　
薙

巳
　
上
　
香
　
薫
　
衣
　
香
　
用
　
之

'

・

'

'

-

　

・

!

・

　

'

　

-

1

香
　
共
　
ヲ
　
合
　
言
　
也

同
　
半
　
磨
　
　
同
　
三
　
半
　
頗
　
　
同
　
小
　
半
　
麟

'
-
:
　
l
i
*
　
　
汁
、

同
　
　
又
　
軟
　
半
　
厨
　
　
又
　
四
　
半
　
之
　
半

侍
　
従
　
　
拾
　
遺
　
　
補
　
間

同
　
又

梅
　
花

半
　
贋

小
　
半
　
厨

三
　
半
　
麟

荷
　
菓

同
半
　
落
葉

菊

薫
　
衣
　
香
　
方

黒

　

方

一

剤

(
　
半
　
贋
　
へ

甲

　

香

一

両

沈

　

香

一

両

右
　
九
　
種
　
　
並

香
　
均
　
即
　
成

実
　
名
　
薫
　
衣
　
香

薫
　
陸
　
1
　
分

三
　
半
　
贋
、

花
丁

　

子

　

香

一

両

白
　
檀
　
香
　
半
　
両

須
　
好
　
者
　
　
各
　
自

云
　
々
　
　
沈
　
E
l
　
両

白
　
檀
　
1
　
分
　
　
蔚

小
　
半
　
剰
　
処
　
方

蘇
　
合
　
香
　
l
　
両
　
　
白
　
鯵
　
香
　
l
　
両

磨
　
香
　
半
　
両
　
　
薫
　
陸
　
香
　
半
　
両

別
　
　
用
　
鹿
　
羅
　
帯
　
　
以
　
和
　
便
　
乾

丁
　
子
　
二
　
両
　
　
甲
　
香
　
1
　
両
　
二
　
分

香
　
二
　
分
　
　
巳
　
上
　
大
　
目
　
八
　
両
　
二
　
分

略
　
)

甘
　
松
　
香
一
両

或
　
説
　
先
　
和
　
沈
　
丁
　
子
　
次
　
合
　
甲
　
香
　
次
　
白
　
檀
　
最
　
後
　
和
　
磨
　
香
　
薫
　
陸
一
度

合
　
之
　
云
　
々
　
　
尚
　
自
　
小
　
可
　
及
　
多
　
為
　
令
　
決
　
和
　
合
　
也

皇
　
后
　
宮
　
御
　
方

烏
　
方

沈
　
大
　
四
　
両

磨
　
香
　
大
　
二
　
分

但
　
八
　
条
　
式
　
部
　
卿
　
宮
　
方
　
同
　
之

丁
　
子
　
大
　
二
　
両
　
　
白
　
檀
　
大
　
l
　
分

甲

　

大

一

分

戎
本
　
全
　
加
　
二
　
分
　
吉
　
説
　
也

薫
　
陸
　
大
一
分
　
　
巳
　
上
　
大
　
目
　
八
　
両

小
　
廿
　
四
　
両

吹
　
方

沈
　
大
　
四
　
両
　
　
丁
　
子
　
大
　
二
　
両
　
　
磨
　
香
　
大

薫
　
陸
　
大
　
1
　
分
　
　
巳
　
上
　
大
　
目
　
九
　
両
　
l
　
分

二
小
㌔
七
㌔
夷
か
両
‥
二
.
L
分

此
　
方
　
同
　
承
　
和
　
秘
　
方

白
　
檀
　
大
一
両

(
　
枚
　
方
　
の
　
別
　
剰
　
四
　
種

略
　
)
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侍
従
　
紺
鰍
銅
竺
醐
或
　
二
　
分

丁
　
子
　
大
　
二
　
両
　
二
　
分
　
　
甲
　
香
　
大
　
二
　
両
　
　
甘
　
松
　
小
　
1
　
両

右
　
二
　
方
　
是
　
八
　
条
　
大
　
将
　
家
方
　
也
　
　
彼
　
大
　
将

卿
　
親
　
王
　
之
　
孫
　
也
　
然
　
則
　
伝
　
来
　
方
　
同
　
承
　
和
　
方

拾
　
遺

沈
　
大
　
四
　
両
　
　
丁
　
子
　
大
　
二
　
両
　
　
甲
　
大
一
両

今
　
尋
一
説
　
入
　
鹿
　
香
　
l
　
説
　
用
　
黄
　
響
　
金
　
戎
　
本

大
　
納

大
　
臣

而
　
有

甘
　
松

占
　
唐

言
　
保
　
忠

母
　
本
　
康

相
　
誤

小
一

十
　
之

仙
　
是
　
也
　
父
　
時
　
平

堺
　
親
　
王
　
女
　
也

甚
　
可
　
疑
　
之

両
　
　
熟
　
彰
　
小
一

又
　
云

故
　
八
　
条
　
式
　
部

両
　
　
占
　
唐
　
小
　
1
　
分

若

元

彰

金

者

其

代

　

二

厨

香

小

二

分

　

ヲ

加

ヨ

或

又

占

唐

小

三

分

　

ヲ

加

之

或
　
口
　
伝
　
云
　
蜜
　
和
　
研
　
合
　
揖
　
三
　
千
　
杵
　
胞
　
甲
　
香
　
以
　
和
　
蜜
　
塗
　
之
　
合
　
黒
　
黄

不
　
得
　
過
　
黒
　
此
　
両
　
種
　
方
　
不
　
伝
　
男
　
児
　
是
　
承
　
和
　
仰
　
事
　
也

延
　
喜
　
六
　
年
　
二
　
月
　
二
　
日
　
　
故
　
典
侍
　
典
侍
　
滋
　
野
　
□
　
子
　
朝
　
臣
　
所
献
　
方
　
也

或
　
宜
　
子
　
是
　
公
　
忠

朝
　
臣
　
女
　
也

補
　
間
　
方

沈
　
大
　
四
　
両
　
　
丁
　
子
　
二
　
両
　
　
甲
　
大
　
1
　
両
　
　
彰
　
大
　
1
　
分
　
　
甘
　
松
　
大
一

両

沈
　
小
　
四
　
両
　
　
丁
　
子
　
小
　
二
　
両
　
　
甲
小
　
二
　
両
　
　
或
一
両
　
　
琴
小
　
二
　
分
　
　
若
　
元
　
以
磨
香
代
之
　
耳

沈
　
四
　
両
　
　
丁
　
二
　
両
　
　
甲
　
二
　
分
　
　
甘
　
二
　
束
　
　
廉
　
二
　
朱

右
　
六
　
方
　
之
　
是
　
蔵
　
人
　
所
　
小
・
舎
　
人
　
大
　
和
　
常
　
生
　
之
　
秘
　
方
　
也
　
件
　
常
　
生
　
延
　
木

聖
　
代
　
与
　
公
　
忠
　
朝
　
臣
　
同
　
時
　
相
　
並
　
奉
　
合
　
香
　
之
　
役

梅
　
花
　
方

1
　
割
　
　
沈
　
八

白
　
檀
　
二
　
分
　
三

巳
　
上
　
小
　
十
　
六

(
半
　
剤
　
へ
　
三

荷
薬
方
酎
醐
㌫

半
　
剰沈或

両
　
二

朱両
一

H

一

　

　

ヽ

月

七
　
両

l
　
分

分
　
　
占
　
庸
一

丁
　
子
　
二
　
両
　
二

分

分
　
三
　
朱
　
　
甲
　
香
　
三
　
両
　
1
　
分

分
　
　
蔚
　
香
　
二
　
分
　
　
薫
　
陸
一
分

小
　
半
　
剰
　
　
略
　
)

二
　
分

四
　
朱

甲
　
二
　
両
　
二
　
分

丁
　
子
　
二
　
両
　
二
　
分

二
　
朱
　
　
或
二

息
　
l
　
分
一
説

甘

　

松

一

分

朱
　
　
熟
　
金

三
　
両
　
二
　
分

二
　
分

代
　
蔚

香

天
　
慶
　
六
　
年
　
二
　
月
　
廿
　
1
　
日
　
甲
　
牛
　
公
　
忠
　
朝
　
臣
　
所
　
献

云
　
々
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(
　
半
　
剤

E落
　
葉
　
方

C菊
　
花
　
方

a黒
　
方

宇磨

汰慕汰甘袷香

略
　
)

九
　
両
　
　
丁
　
子
　
四
　
両
　
　
甲

陸
一
分
　
　
白
　
檀
　
1
　
分
　
二

四
　
両
　
　
丁
　
二
　
両
　
　
甲
一

一
分

殿
　
御
　
方
　
　
沈
　
四
　
両
　
　
丁

二
　
分
　
　
巳
　
上
　
大
　
八
　
両
　
二

一
両

朱両
　
二

二
　
分
　
　
厨
　
二
　
分

或
　
三
　
種
　
　
蘇
　
合
一

分
　
　
薫
　
陸
　
六
　
両

香
　
附
　
子
　
三
　
分

両
分
　
　
磨
　
二
　
分

二
　
両

分

甲

一

両

　

二

　

分

　

　

薫

一

分

　

　

白

　

檀

一

分

F黒

方

,

烏

方

、

吹

方

、

箆

肯

方

　

皆

是

t

名

也

云
　
々

或
　
云
　
島
肯
　
仙
　
人
　
所
　
伝
　
例
　
日
　
島
肯
　
方
　
後
　
人
　
因
　
之
　
通
　
音
　
称
　
之

云
　
々

'
a侍
　
従
　
へ
　
拾
　
遺
、
補
　
間
　
方

皆

一

名

　

耳

塵
　
穴
　
〔

A

 

ち

梅
　
花
　
へ
　
荷

煎
　
蜜

甲
　
香

汰
清但甲

以塵美於之

唐
　
宋

菓
　
方

蛮
　
人

入
ナ

酒甘
　
葛必

〕
　
拾
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朱

巳

上

大

花

盛

人

云

埋

之

之

若

分衣

香

此

氷

時

深

栽

合

好

此

分公

云

者

却

開蕃経有読育 左方 菊老

宮

所

上
甲

香

丁

子

其

香

芥

干

菊

花

二

七

日

急

用

者

丁

子

-

磨

香

】

誤

欺

其

匂

不

被

方

用

菊

常

用

之

丁

子

一

廓

香

一

花

方

者

増

毒

枇

零各

三

両

白横

一

両

一

両

嶺

時

一

両

許

W<

不

用

一
両

一
分

封

寒
花

方

但

嵐

1
両
1
分

長

生

杷

左

二

分

白占

析

花

置

傍

和

合

許

加

之

云

ゝ

水

'
'
'

.''

,

蝣
/

此

説

而

巳

(
上

巻

20

丁

オ

、

甲

香

一

両

甘

松

1

分(
上

右

方

用

落

香

1

分

可

甲

甘

久

視

之

香

大

臣

習

停

陵正汀nUー
SB 檀磨 莱令 香袷也之

香千 .一 方nHH
力 一

両

1

f

分

間

之

lハト
ll一

事

子巳

上

分分

一

云
進過一

七ウ

二

分

巻

21

(
上

各

一

一
朱(

1
分

日丁
巻

両 23 12
オ

12

丁 丁丁

オ オウⅠワ

) )))
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厨
　
香右後含日手蒜

1
1
　
分

十
　
物
　
細
　
揖

出
　
之
　
丸
　
如

十
　
三
　
丸
　
首

衣
　
被
　
亦
　
香

而
　
水
　
落
　
地

及
　
五
　
事
　
等

絹
　
節
　
薦
　
粉

轟
　
核
　
口
　
含

日
　
自
　
覚

廿
　
日
　
逆

香

一

月

不
　
只
　
口

口風巳香

以
　
蜜

-
.
(
T
.
-

香
　
五

行
　
他

後
　
粗

放
　
潔

和
　
梼

義
一

日

　

白

人
　
閲

見
　
ゝ

兼
　
亦

l衣餐香亦g
g

千三琳廿香万

杵
　
然

日
　
到

香
　
十

五
　
日
　
洗

唯
　
忌

柄

方
　
有
　
香
　
附
　
子

両
唐
　
僧
　
長
　
秀
　
四

作
　
賓
　
会

其
　
最
　
上

寒
　
或
　
時

其
　
煙
　
多

出
　
櫨
　
而

器
　
之
　
中

温
　
器
　
之

但
　
蛮

塗
　
丹

作
　
薫
　
衣

下
　
若
　
煙
　
虞

焼
　
調

宝
　
出
　
小
　
畑
　
之

取
　
去
　
以
　
素
　
焼

着
　
盆
　
裏
　
而
　
或

居

外

取

免

以

取
　
諸
　
香
　
任
　
法

内
　
納
　
量
　
取
　
之(　

上

香穿L【・イ・居¥M1・ヌ

用
　
蜜

其
　
底

穿
　
五

歪
　
下

露
　
落

木
　
倍
　
良

春
　
飾
　
和

任
　
用
　
其

巻

　

2

9

　

丁 和
　
合

重
　
白

虎
　
以

割
　
沈

櫨
　
連

判
　
取

件
　
沈

香
　
極

ウ
、

是五堤香其其脂芥

劣口或燃時脂而芳

方
　
也

許時
.
蓋

之止
　
也

入
一

盛也

3
 
0
　
丁
　
オ
'
　
ウ
'
　
3
 
1
　
オ
　
)

承
　
和
　
百
　
歩
　
香

甲
　
香
　
八
　
両

白
　
檀
　
八
　
両

此
　
方
　
出
自
　
四
　
条
大
　
納
　
言
家
　
大
　
江
　
千
　
古
　
所
　
上
　
耳

蘇
　
合
一
斤

零
　
陵

甘
　
松
　
花
　
四
　
両

厨
　
香
　
四
　
両

甲

　

香

一

分

白
　
檀
　
二
　
分

甘
　
松
　
三
　
朱

L頭
す

欝蘇零乳

顔金合陵頭

八
　
両

香
　
五
　
両

二
　
両
　
二
　
分
　
巳
上
小

二
　
分

1

　

分

四
　
朱
　
半

占
　
唐
　
1

善
　
香
　
四

S
I
D
　
は
　
華

斤両両
　
二
　
分

占
　
庸
　
二

蓉
　
香
　
三

白
　
捗
　
二
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育 成果※ 朱 朱

磨n
H
一未
つ

汰熟 dL方処 雀汰甘 雀汰丁

香四欝 又
冬

方 院四松右以揖磨均斤 院四千 香右三

両金 慕凍の 東両1方香香之成量 東両二 三十七

1

両

衣

香

氷
時

一
三
条

分自倖以餐慮之 三

条

院

二

分

両 朱一

種

日

取此
探

致 醍三天占匙ゝ巧後

丁

子

二

両

甘

松

】

両

読育す 用朱磨磨調程合入
同

揖焼

誤

欺

其

匂

不
被

る

黒

方

之
丁

子
,一

凄

.‥葡

】

御

時

所

入

蜜

且

和

先

以

多

於

香

了

揖

三

輩

壷

埋

之
u

m

甲

香

t

欝

金

筒

蜜

和

百

歩

之

封は 一令蘇冒少千水
分

自

分

磨(
黒

一之外

巳
塞

無
両分

-
侍且琴於六逮( 妄

半

T

於

姿

器

聞

香(
上

巻

甲

香

一

両

巳

上

少
(し

0

二

朱

巳

給

也

m

m

計

梅

香

尤

百

杵

得

陽

黒

方

上

小

取

煎

合

之

香

程

為

拙

畢

取

気

之上

檀

】

香

一

…
方

上

為

試

四
分

所

分

出

也

中

盛

埋

経

32

丁

ウ

、

甲

香

蜜

微

後

入

調

占

以

能

出

作

地巻

17

分分

四
上

巻

上 上
一火請丸丁 朱
42

之
33

大
巻

両ク

、

巳

上

小
丁 丁

1281 オ

、

ウ

オ

、

ウ

丁丁
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頁1篇究研物人

第
二
章
　
第
一
坤

源
公
忠
の
家
系
と
薫
物
　
(
上
)
　
-
滋
野
貞
主
か
ら
滋
野
直
子
へ
1

序
光
孝
天
皇
一
世
源
氏
国
紀
を
父
に
、
「
滋
野
朝
臣
直
子
」
を
母
と
し
て
生
ま
れ
た
源
公
忠
は
、
「
滋
野
」

或
い
は
「
滋
野
井
」
と
号
し
た
'
-
。
前
者
は
母
方
の
姓
に
由
来
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
、
公
忠
と
母
方
と

の
血
脈
、
家
系
面
で
の
繋
が
り
の
強
さ
を
想
像
さ
せ
る
た
め
、
公
忠
に
つ
い
て
源
姓
で
な
く
滋
野
姓
を
採

「

る
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
の
よ
う
な
先
行
研
究
も
見
ら
れ
た
.
後
者
の
滋
野
j
t
J
と
は
、
嵯
峨
、
仁
明
、
文

徳
朝
の
寵
臣
滋
野
貞
主
邸
の
敷
地
に
あ
っ
た
名
井
の
こ
と
で
、
転
じ
て
貞
主
ゆ
か
り
の
邸
宅
を
も
意
味
す

る
。
「
滋
野
井
」
　
の
号
が
正
し
け
れ
ば
、
後
世
こ
の
邸
を
伝
領
し
た
藤
原
公
季
流
の
人
々
の
よ
う
に
、
公

忠
は
滋
野
井
第
を
住
い
と
し
た
の
で
其
の
名
を
号
し
た
と
推
定
さ
れ
る
.
2
.

滋
野
井
第
の
伝
領
を
可
能
に
し
た
要
因
と
し
て
、
貞
主
と
直
子
が
近
親
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

て
き
た
が
、
史
実
や
史
伝
に
二
人
の
関
係
は
明
か
で
な
い
.
3
0
　
血
脈
関
係
の
不
確
か
さ
に
つ
い
て
は
公
忠

が
所
有
し
た
薫
物
の
処
方
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
公
忠
が
母
直
子
な
い
し
そ
の
近
親
者
と
推
定
さ
れ
る
貞

主
ゆ
か
り
の
処
方
を
伝
え
た
こ
と
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
貞
主
、
直
子
、
公
忠
ら

が
ど
の
よ
う
に
薫
物
に
関
わ
っ
て
い
た
か
、
ま
た
、
彼
ら
に
ゆ
か
り
の
薫
物
が
ど
の
よ
う
に
後
世
に
受
け

継
が
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
う
し
た
問
題
点
が
論
の
主
題
と
し
て
考
察
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
無
か
っ
た
。

左
記
に
ま
ず
、
直
子
か
ら
公
忠
、
そ
の
子
息
観
教
の
職
歴
と
関
連
事
項
を
略
述
し
た
年
譜
を
示
す
。
本

静
と
続
一
節
で
は
、
こ
の
年
譜
を
傍
ら
に
置
き
な
が
ら
、
公
忠
の
母
直
子
と
貞
主
と
の
関
係
、
滋
野
氏
と
公

忠
の
薫
物
と
そ
れ
を
通
じ
た
皇
統
、
摂
関
家
と
の
関
わ
り
、
並
び
に
公
忠
子
息
子
女
へ
の
薫
物
の
相
承
と
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そ
の
影
響
に
つ
い
て
論
じ
る
。

明仁'Nj'Nj'N̂
徳文I′..i 皇

十
(八
四

嘉
祥
一
二
川

仁
寿
+
+

貞
観
二
会
仁
和
l̂
,'

四工
三九

二
川

工

十
I.'1.

サ
空ォ
l

十人
川ご-四示九二二四二二六 午≡ら 午七午二 午≡午六

午)春)午)午)午) ) )) ))

春二
月

辛九
月

未
m

未
m

秩 守四
旦 月

日
ぺ
=

月
旦

昔 詳 詳 -r__
J育 日

【し
【の【

戟
【

六光内頓 【渡※ 滋【
【

【
さ

〈
滋

.関む関良関野関十孝親宮 関港ll.
野関 関関れ

逮o逮r̂め逮朝逮五天王で 逮Aーカ午 直逮 逮逮る
】】ら】臣】歳皇の火 】o普 千

i
]
'蝣

】0
貞貞ざ参貞従0更伊災 貞保 誕

生
○

(
略

滋
野
貞
主
、
参
議
に
任
ぜ
ら

縄
子
所
生

の
皇
子
、
六
歳
で

縄

子
、
無

位
か
ら
正
五
位

野

直

、

略

措
〉

主

、
慈
恩
寺
建
立

、
座

主
、

尾
張
守

の
時

、
大

る
者
多
き
事
を
上
表
0

議
従

四
位
下
兼

宮
内
卿

主
菜
去
0

六
十
八
歳
0(文
)

四
位
上
滋
野
朝
臣
貞
雄

衣
滋
野
朝
臣
直

子
、
斎

勢
下
向

に
供
奉
○
伊
勢

、
直

子
の
車

に
内
親

王

主

、

こ

延
二
年
の

こ
ろ
遣
唐
使

(百

項
参
照

禅
に(文

事
府(文

相
模

(捕
v
4i;
(
三

王
繁
国
鈴
を
お

と
し
参
照

参
照

れ
る(文

亮

去
○

(U

>

下

に
叙

(続
)親)吏)守)○)チ鹿乗 て) )0)

、
、
公

忠

略

譜

〉
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孝光1′、ノlく
多辛-′、′.、′.、

醐!3i

(( 昔(九
〇
五
)

塞(延(( (塞 (九九 辛Jノ啓九九 Jノ辛 Jノ
六〇Jノ○ 九九元〇四〇 Jノ午 Jノ
午六午Jノ 午七午1午四 四Jノ中 三七

)) ))) 午) 午)

音三
月

八
月
某
日
(国

本
に
十
苦

)

十
二

未 未蝣'/
未 ./
-

言廿
日

月
十
四
日

詳 詳詳 詳
'/_

輿従 東

宮

宣

旨

滋

野
、

寛

舶

所

管

氏

と

も

ど

も

お

す

○
【
関
連

】
一
品
式

部

卿

直 【※帰な 【
関

連

】
光
孝

天
皇

崩
御

○

(
三
)

せ

し
頓

宮

を
出

る

(
三
)

侍

滋

野
直
子
朝

臣

、

」

「
黒
方

(或

は

「

子
、
こ

の
年
源

公
忠

関
連

】
斎

王
繁

子
内

親

王
退

下

更

衣

滋

野

朝

臣

直

子

、
内

親

王

京

し
、

光
孝

天

皇

第

1
源

氏

国

*v'~-ri

本

康

親

王

の

至

要
方

」
)
」

緩

和

柔

の
大

の
が

身

を
激

本
康

親

王
亮

を
生

む

か
0

薫を な励0 五 と舵

物献 りし 十 (との
「ず(薫 O

白
山

勤

仕

(寡

)

(
日
)

二 1も秦

侍0) 歳

○寛

平

)にと

藤※三に輿 l.l、ノ
中を

義正月
‥

つ同 月宮献

の
「

廿・"_>が
十

五
夜

藤ず 御

藤延二ては 原o 時

歌
合

花長冒はな 穏
宴...＼ノ」、は を千

で三と書だ 詠

ず
0

(
公
図

(
に

Ê?月し写し 同 出

を廿、読く 午 詠

詠三岡り、 二 (敬

.
河

○

(
公

.・. ;i日じ;>公 十
(○」

、

#

,,

異

l

忠 歳

)
公
酉袷、1、カ

伝は
4つJ′003

∴
ド(

公
西
6

「
延
喜

$
?.・
'
'

と

見

る

い
ず

れ

正
35
御
36
冷
ナ
シ
)

御

厨

風

正
39
御
39
冷

日

参

正
17
御
19
冷御

6
九午にの に㍗ 照辛
)午代は藤 -:-*"

・-.'t*
) ))
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醐醍

( ～(九 九九
ど

I
九〇
九

十=
壷ニ 午

)蛋)

十
月
菅

三正
月月
空耳
百育

醍※のるの一『出の 顔源源喜 花不延つ喜き梨二義午
醐袷詞o詠王仕開 壷公朝十 宴明,1、.tV

十女壷月にで
天書:l?

-
ま二朝者催 の

藤
忠
等

臣
公
一
年

での...＼ノて七悼をl..＼ノ
移あ

皇御に谷れ十&
'

とと もま、は午が荏日転つ
のの「

卜Ikた二壇が見 1Ll
殿忠正 歌ま九明に餐所秦した

菊詞き氏醍午の最る 宴上塞月 を伝午、11カ
顔場と)

、
た、1、カ

花
宴

で
歌
を
詠
む
○

(
公
酉
15
正
15
御
17
冷
:
)
(新
勅
)

書
に

「
人

の
為

に
作

る
」
、
冷

く

の
え
ん

の
ま
た

の
ひ
」
と
あ

『
平
安
朝
歌
合
大
成
』

は
本
歌

醐
天
皇
御
時
菊
合
を
延
喜

二
十

迄
に
開
催
と
推
定
、
山

口
博
氏

研
究
』
は
、

公
忠
ら
出
詠
者

と

も
多
く

一
致
す

る
延
喜
十
八
年

o で人LT廿 詠わので義LLとは
歌

を
詠

及
び
所

卿
国
紀
I

二
日
昇

み
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